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今
治
に
来
た
ら

一
番
先
に
来
島
海
峡
に
行
っ
と
ん

海
が
流
れ
よ
ん
見
た
ら

び
っ
く
り
す
る
け
ん

し
ま
な
み
海
道
の
今
治
側
の
最
初
の
海
峡
が
来
島
海

峡
。
世
界
初
の
３
連
吊
橋
、
来
島
海
峡
大
橋
が
架
か
る

と
こ
ろ
で
す
。

来
島
海
峡
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
に
あ
る
今
治
随

一
の
景
勝
地
で
、
鳴
門
海
峡
、
関
門
海
峡
と
並
ん
で
日

本
三
大
急
潮
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
三
大
な
ん
と
か
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
潮
の
流
れ
が
速
い
海
域
の

ベ
ス
ト
３
を
選
ん
だ
の
が
こ
の
日
本
三
大
急
潮
で
す
。

で
も
実
際
に
計
測
し
た
の
か
？
誰
が
決
め
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
数
字
で
は
な
く
、

風
景
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
流
れ
を
伴
っ
た
美
し
さ
を
持
つ
海
域
を
３
つ
選

ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
。

鳴
門
海
峡
が
瀬
戸
内
海
の
東
口
、
関
門
海
峡
が
瀬
戸
内

海
の
西
口
、
そ
し
て
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
の
が
、
来

島
海
峡
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
こ
の
３
つ
は
日
本
を
代
表

す
る
美
し
い
風
景
を
持
つ
海
域
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

来
島
海
峡
は
、
他
の
二
つ
の
海
峡
と
比
べ
て
複
雑
な
地

形
を
持
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
海
峡
は
点
在
す
る
小
島
に

よ
っ
て
さ
ら
に
狭
く
な
り
、
川
の
よ
う
な
速
い
流
れ
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
風
景
の
美
し
さ
は
多
島
美
と
い
う
造
語

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
風
景
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
そ
れ
だ
け
で
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
を
感

じ
ま
す
。

ま
た
、
来
島
海
峡
は
古
く
か
ら
海
の
難
所
と
し
て
恐
れ

ら
れ
て
い
て
、
中
世
に
は
そ
れ
を
利
用
し
た
水
軍
が
割

拠
し
て
い
ま
し
た
。
技
術
の
進
歩
し
た
現
在
で
も
世

界
的
な
海
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も

船
の
航
行
量
は
一
日
1
2
0
0
隻
に
も
及
び
ま
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
日
常
を
忘

れ
、
日
が
な
一
日
航
行
す
る
船
を
眺
め
て
過
ご
す
の
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

来
島
海
峡
大
橋
は
、
来
島
海
峡
（
今
治
の
糸
山
か
ら
馬

島
、
武
志
島
を
中
継
し
て
大
島
へ
）
に
架
け
ら
れ
た
世
界

初
の
３
連
吊
橋
で
す
。

吊
橋
は
２
つ
の
主
塔
に
渡
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
垂
ら
さ

れ
た
ロ
ー
プ
で
支
え
た
橋
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
３
つ
繋
げ

て
３
連
に
し
た
の
が
３
連
吊
橋
、
来
島
海
峡
大
橋
で
す
。

全
長
は
4
1
0
5
ｍ
。

自
動
車
道
だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
原
付
自

転
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

約
９
年
の
歳
月
を
か
け
平
成
1 1
年
５
月
１
日
に
開
通
し
ま

し
た
。

来
島
海
峡
と
橋
が
織
り
成
す
風
景
は
、

世
界
中
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
。

朝
か
ら
夜
ま
で
の
時
間
帯
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
四
季
、
天
気
に
よ
っ
て
様
々
な
顔
を
見
せ
ま
す
。

何
度
訪
れ
て
も
い
つ
も
違
っ
た
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
る
来
島
海
峡
は
、

今
治
に
来
た
ら
ま
ず
は
じ
め
に
訪
れ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

季節、時間、天候など条件の違いで様々な表情を見せる来島海峡大橋

来
島
海
峡
大
橋

＊
こ
こ
に
使
用
し
た
写
真
は
、

　
四
国
・
今
治
地
方
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で

　
入
賞
し
た
作
品
で
す
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
　

お
問
い
合
わ
せ
は

　
公
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社
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十
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仁淀川
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各地から空港までの所要時間

松山空港　ww w . m a t s u y a m a - a i r p o r t . c o . j p
広島空港　ww w . h i j . a i r p o r t . j p

全日空（ A N A）　ww w . a n a . c o . j p
日本航空（ J A L ）　ww w . j a l . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

飛行機でお越しの場合飛行機でお越しの場合
飛行機の場合は、松山空港もしくは広島空港を利用します。空港からはバスや電車を
乗り継いで今治へ。松山空港からは今治直通のリムジンバス（完全予約制）もあります。

各

　地

いずみ観光リムジンバス（約 1 時間 25 分）

JR 予讃線（特急 約 35 分）空港リムジンバス
いよてつバス（約 20 分）

JR 松山駅
松山
空港

JR
（約 40 分）

路線バス
（約 15 分）

路線バス
（約 30 分）

因島大橋乗り継ぎ

しまなみライナー
（約 50 分）

しまなみライナー（約 1 時間 25 分）福山リムジンバス
（約 15 分）

高坂 BS

広島
空港 JR 白市 JR 尾道

今

　治

羽田
中部国際
札幌
伊丹
福岡
鹿児島

約 1時間 15 分
約 1 時間  5  分
約 2 時間 10 分
約 50 分
約 45 分
約 1 時間

松山 羽田
仙台
札幌
那覇

約 1時間 20 分
約 1 時間 35 分
約 2 時間  5  分
約 1 時間 50 分

広島

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。　 J R おでかけネット　www . j r - o d e k a k e . n e t

● I n f o r m a t i o n ●

電車でお越しの場合電車でお越しの場合
新幹線を利用する場合、四国へ入る起点となるのが岡山駅。新幹線と直結し J R 今治
駅への直通の特急電車が運転されています。岡山駅構内での乗り継ぎのため、移動も
比較的少なく便利な方法です。

各

　地
JR 瀬戸大橋線・JR 予讃線（特急 約 2 時間 30 分）

今

　治

JR 在来線
（四国方面）
へ乗り換え

山陽新幹線
岡山駅

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
大阪～東予  オレンジフェリー　www . o r a n g e - f e r r y . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

船でお越しの場合船でお越しの場合
大型フェリーは、大阪南港～東予港を結ぶ航路があります。夜行便を使い朝から行動すると
かなり活動範囲を広げることができます。フェリーの場合は自動車やバイクなどを積み込
むことも可能。人のみの乗船の場合は、東予港から今治へは接続バスや電車を利用します。

各

　地
オレンジフェリー
（約 8 時間）

大阪
南港

連絡バス・せとうちバス（約 40 分）

JR 予讃線
（普通 約 26 分）

接続バス JR 壬生川駅 今

　治

にゅうがわ

東予港

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
広島県側からしまなみ経由のバスはこちらから  瀬戸内しまなみリーディング　www . s - l e a d i n g . c o . j p
東京・大阪・神戸からの高速のバスはこちらから  せとうちバス　www . s e t o u c h i b u s . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

バスでお越しの場合バスでお越しの場合
広島県側からは、しまなみ海道経由でバスが運行されています。
また東京、大阪・神戸からは今治直通の長距離高速バスがあります。

各

　地

しまなみライナー（約 2 時間 30 分）

広島バス
センター

しまなみライナー（約 50 分）路線バス（約 30 分）
尾道駅前

しまなみライナー（約 1 時間 30 分）

長距離高速バス・パイレーツ（夜行バス 約 12 時間）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 4 時間 30 分）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 6 時間）

福山駅前

神戸（三宮）

東京（品川）

大阪（梅田）

今

　治

因島大橋乗り継ぎ

B U S

B U S

B U S

高速道路のルート検索、料金などの詳細はこちらからご確認いただけます。
N E X C O 西日本　ww w . w - n e x c o . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

マイカーでお越しの場合マイカーでお越しの場合
マイカーを利用する場合、四国に入るルートは、現在 3 ルートあります。本四連絡橋
の架橋、高速道路の開通により、とても便利になりました。旅先でも各スポットを効率
よく巡りたい場合は、車での移動はとても便利です。安全運転でお越し下さい！

１
尾道・今治ルート（通称：瀬戸内しまなみ海道  西瀬戸自動車道利用）
福山西 IC から国道 2 号線尾道バイパスまで約 5km。ここから今治 IC まで、瀬戸内海の美し
い島々をぬって 7 つの橋で結ぶ、すばらしい景色を楽しむことができるおすすめのルート
です。しまなみ海道の島々へお越しの場合はこのルートをご利用下さい。

２
児島・坂出ルート（通称：瀬戸大橋  瀬戸中央自動車道利用）
山陽道と高松道を最短距離で結ぶルートです。岡山県から瀬戸大橋を渡り、香川県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降りて下さい。

３
神戸・鳴門ルート（神戸淡路鳴門自動車道利用）
兵庫県から明石海峡大橋をわたり、淡路島を縦断するルートです。四国側は徳島県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降ります。
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狭
く
な
り
、
川
の
よ
う
な
速
い
流
れ
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
風
景
の
美
し
さ
は
多
島
美
と
い
う
造
語

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
風
景
を
目
の
当
た
り

に
す
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ら
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追
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自
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。
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し
ま
な
み
海
道
は

自
転
車
を
か
ら
め
た
旅
が
お
す
す
め

今
治
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
今
治
の

拠
点
と
な
る
の
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
糸
山
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
か
ら
電
動
自
転
車
ま
で
合

計
４
０
０
台
も
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
所

有
し
て
い
ま
す
。
二
人
乗
り
自
転
車
の
タ

ン
デ
ム
も
レ
ン
タ
ル
可
能
で
す
。

自
分
の
走
り
に
あ
わ
せ
て
選
べ
ま
す
。

ま
た
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
糸
山
は
宿
泊
施
設
に

も
な
っ
て
お
り
、
格
安
な
料
金
で
宿
泊
で

き
ま
す
。

す
べ
て
の
部
屋
か
ら
来
島
海
峡
大
橋
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。

来
島
海
峡
大
橋
の
自
歩
道
入
り
口
か
ら
さ
ら
に

上
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
る
と
来
島
海
峡
展
望

館
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
少
し
反
対
側
へ
下
る
と
大

潮
荘
が
あ
り
ま
す
。

来
島
海
峡
の
島
々
や
橋
を
一
望
で
き
る
奇
跡
の
立

地
で
す
。
地
元
の
活
き
の
い
い
素
材
を
使
っ
た
お
料

理
は
最
高
の
お
い
し
さ
で
す
。
宿
泊
施
設
も
整
っ
て

い
て
、
地
元
の
人
に
も
旅
行
者
に
も
大
人
気
で
す
。

サ

ン

ラ

イ

ズ

糸

山

今
治
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

ス
タ
ッ
フ
で
す
。

し
ま
な
み
海
道
を
自
転
車
で

走
り
た
い
方
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
！

お
気
軽
に
お
声
か
け

く
だ
さ
い
ね
。

１、来島海峡大橋から大島へ降りるループ　 2、橋の上のサイクリスト　 3、来島海峡大橋自転車道　 4、小島と馬島
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5 、サンライズ糸山玄関　 6、サンライズ糸山ロビー
7、サンライズ糸山から緩やかなループ橋を上ります。
8、サンライズ糸山はどの部屋からも来島海峡大橋が見えます。
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な
窓
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え
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来
島
海
峡
大
橋
。
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
の
料
理
が
人
気
で

す
。

ま
た
、
ス
イ
ー
ツ
や
、
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て

い
て
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

風

の

レ

ス

ト

ラ

ン

サ
ン
ラ
イ
ズ
糸
山
か
ら
大
浜
側
に
少
し
降
り
て
ち
ょ
っ
と

左
に
入
り
ま
す
。
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
店
内
に
入
る
と
大
き
な
窓
と
広
い
テ
ラ
ス

の
あ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
。

来
島
海
峡
大
橋
が
見
渡
せ
る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
海

に
向
か
っ
て
座
っ
て
い
る
と
、
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
。
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
お
い
し
い
！

海

の
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る
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ェ
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1 、 龍 神 社 は 塩 田 を 築 造 す る 際 に 海 面 埋
め立ての難工事を成功させるために建立
されたもので水に半分浸かった鳥居は、
龍神様が行き来しやすいようにと作られ
ました。
2、八木亀三郎家旧宅
八 木 亀 三 郎 は 明 治 か ら 昭 和 に か け て 塩
や 海 産 物 の 貿 易 や 蟹 工 船 で 成 功 し た 波
止 浜 出 身 の 実 業 家 で す 。 大 正 時 代 に 建
てられた旧宅が今も残されています。
3、波止浜には多くの造船所があり、日程
があえば進水式を見ることもできます。
　
進水式問い合わせ
今治国際ホテル　電話 0 8 9 8 - 3 6 - 1 1 1 1

5、来島には今も当時の石垣が残っています。
6、静かな島の暮らしがそこにあります。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
石
井
で
す
！

私
達
が
ご
案
内
し
ま
す
。

4 、糸山から見た来島、その
小ささがよくわかります。

徒
歩
で
散
策
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
波
止
浜
の

町
並
み
を
歩
き
、
3
つ
の
島
へ
定
期
船
で
渡
り
ま
す
。

来
島
・
小
島
・
馬
島
と
す
べ
て
の
島
を
め
ぐ
る
の
も
い
い

け
れ
ど
、
船
の
発
着
時
刻
が
う
ま
く
あ
わ
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
、
ど
れ
か
一
つ
の
島
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
み
る
の
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
の
お
す
す
め
の
島
は
小
島
で
す
。

明
治
時
代
に
築
か
れ
た
砲
台
の
跡
が
島
全
体
に
残
っ
て
い

て
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
見
て
ま
わ

る
に
は
1
時
間
で
は
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
船

の
発
着
時
刻
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。1

2

3

4

＊
波
止
浜
港
か
ら
約
１
時
間
ご
と
に
定
期
船
が
出
て
い
て
波
止
浜
か
ら

来
島
ま
で
は
５
分
、
来
島
か
ら
小
島
ま
で
５
分
、
小
島
か
ら
馬
島
ま

で
は
1 0
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
団
体
で
事
前
に
申
し
込
ん
で
お

け
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
定
期
船
　
く
る
し
ま
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0
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-

4
1

-

8
4
2
5

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
今
治
地
方
観
光
協
会

　
電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

0
9
0
9

波
止
浜
・
来
島
・
小
島
・
馬
島

波止浜港のすぐ前にある大きな石
造りの灯明台は、幕末に作られた
もので、高さは 6ｍもあります。

波
止
浜
は
、
今
治
市
の
中
で
も
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い
る

数
少
な
い
貴
重
な
地
域
で
す
。

J
R
波
止
浜
駅
か
ら
か
つ
て
の
塩
田
跡
、
龍
神
社
、
八
木
家
・

矢
野
家
の
旧
宅
、
そ
し
て
波
止
浜
港
へ
の
ル
ー
ト
を
歩
く

と
、
歴
史
と
当
時
の
栄
華
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
あ
た
り
は
造
船
所
が
多
く
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
ク
レ
ー

ン
、
巨
大
な
船
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
時
が

あ
え
ば
進
水
式
見
学
も
可
能
で
す
。

波
止
浜

来
島

来
島
は
、
周
囲
わ
ず
か
8
5
0

ｍ
の
小
さ
な
島
で
す
。

戦
国
時
代
、
来
島
村
上
水
軍

の
拠
点
の
一
つ
で
し
た
。

当
時
の
面
影
を
残
す
石
垣
や

船
を
繋
ぐ
た
め
の
柱
穴
が
岩

礁
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
島
に
は
神
社
が

3
つ
も
あ
り
神
の
島
と
し
て

神
聖
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
墓
地
が
な
く
、
犬
や
猫

な
ど
の
4
つ
脚
の
動
物
を
入

れ
て
は
い
け
な
い
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
島

小
島
は
、
近
代
遺
産
と
し
て
重
要

な
島
で
す
。

日
清
戦
争
当
時
、
ロ
シ
ア
と
の
戦

い
を
想
定
し
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊

の
瀬
戸
内
海
侵
入
に
備
え
砲
台
が

築
か
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
砲
台
や
発
電
所
、
弾

薬
庫
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
使
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
大
砲
は
2
0
3
高
地
攻
略

の
た
め
移
設
さ
れ
、
大
正
末
期
に

要
塞
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
、

砲
台
跡
を
周
遊
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
椿
が
植

え
ら
れ
て
い
て
季
節
に
は
美
し
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

馬
島

馬
島
は
来
島
海
峡
大
橋
で
繋
が
っ
た
島
で
す
。

来
島
海
峡
大
橋
の
主
塔
の
一
つ
が
こ
の
島
に
あ
り
、
橋
の
上
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
か
ら
は
来
島
海
峡
大
橋
を
下
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
巨
大

建
造
物
の
威
容
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
海
水
浴
が
で
き
る
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
そ
の
ま
ん
前
に
あ
る
民
宿

み
は
ら
し
で
は
お
い
し
い
海
鮮
料
理
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
、
小
島
頂
上
か
ら
来
島
海
峡
大
橋
、
馬
島
を
望
む

8 、地下兵舎跡
9、砲座跡、大きさを見ると巨大な砲台があったことがわかります。
1 0 、発電所跡
1 1 、この石段を登ると頂上（司令塔跡）

1 2 、来島海峡大橋
を 下 か ら 見 る こ と
ができます。
1 3 、島のビーチと
灯台
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ら
は
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す
。
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に
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、
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理
民
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。
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泊
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な
い
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で
も
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で
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を
い
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く
こ
と
が
で
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ま
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1 、 龍 神 社 は 塩 田 を 築 造 す る 際 に 海 面 埋
め立ての難工事を成功させるために建立
されたもので水に半分浸かった鳥居は、
龍神様が行き来しやすいようにと作られ
ました。
2、八木亀三郎家旧宅
八 木 亀 三 郎 は 明 治 か ら 昭 和 に か け て 塩
や 海 産 物 の 貿 易 や 蟹 工 船 で 成 功 し た 波
止 浜 出 身 の 実 業 家 で す 。 大 正 時 代 に 建
てられた旧宅が今も残されています。
3、波止浜には多くの造船所があり、日程
があえば進水式を見ることもできます。
　
進水式問い合わせ
今治国際ホテル　電話 0 8 9 8 - 3 6 - 1 1 1 1

5、来島には今も当時の石垣が残っています。
6、静かな島の暮らしがそこにあります。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
石
井
で
す
！

私
達
が
ご
案
内
し
ま
す
。

4 、糸山から見た来島、その
小ささがよくわかります。

徒
歩
で
散
策
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
波
止
浜
の

町
並
み
を
歩
き
、
3
つ
の
島
へ
定
期
船
で
渡
り
ま
す
。

来
島
・
小
島
・
馬
島
と
す
べ
て
の
島
を
め
ぐ
る
の
も
い
い

け
れ
ど
、
船
の
発
着
時
刻
が
う
ま
く
あ
わ
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
、
ど
れ
か
一
つ
の
島
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
み
る
の
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
の
お
す
す
め
の
島
は
小
島
で
す
。

明
治
時
代
に
築
か
れ
た
砲
台
の
跡
が
島
全
体
に
残
っ
て
い

て
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
見
て
ま
わ

る
に
は
1
時
間
で
は
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
船

の
発
着
時
刻
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。1

2

3

4

＊
波
止
浜
港
か
ら
約
１
時
間
ご
と
に
定
期
船
が
出
て
い
て
波
止
浜
か
ら

来
島
ま
で
は
５
分
、
来
島
か
ら
小
島
ま
で
５
分
、
小
島
か
ら
馬
島
ま

で
は
1 0
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
団
体
で
事
前
に
申
し
込
ん
で
お

け
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
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造りの灯明台は、幕末に作られた
もので、高さは 6ｍもあります。

波
止
浜
は
、
今
治
市
の
中
で
も
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い
る

数
少
な
い
貴
重
な
地
域
で
す
。
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R
波
止
浜
駅
か
ら
か
つ
て
の
塩
田
跡
、
龍
神
社
、
八
木
家
・

矢
野
家
の
旧
宅
、
そ
し
て
波
止
浜
港
へ
の
ル
ー
ト
を
歩
く

と
、
歴
史
と
当
時
の
栄
華
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
あ
た
り
は
造
船
所
が
多
く
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
ク
レ
ー

ン
、
巨
大
な
船
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
時
が

あ
え
ば
進
水
式
見
学
も
可
能
で
す
。

波
止
浜

来
島

来
島
は
、
周
囲
わ
ず
か
8
5
0

ｍ
の
小
さ
な
島
で
す
。

戦
国
時
代
、
来
島
村
上
水
軍

の
拠
点
の
一
つ
で
し
た
。

当
時
の
面
影
を
残
す
石
垣
や

船
を
繋
ぐ
た
め
の
柱
穴
が
岩

礁
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
島
に
は
神
社
が

3
つ
も
あ
り
神
の
島
と
し
て

神
聖
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
墓
地
が
な
く
、
犬
や
猫

な
ど
の
4
つ
脚
の
動
物
を
入

れ
て
は
い
け
な
い
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
島

小
島
は
、
近
代
遺
産
と
し
て
重
要

な
島
で
す
。

日
清
戦
争
当
時
、
ロ
シ
ア
と
の
戦

い
を
想
定
し
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊

の
瀬
戸
内
海
侵
入
に
備
え
砲
台
が

築
か
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
砲
台
や
発
電
所
、
弾

薬
庫
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
使
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
大
砲
は
2
0
3
高
地
攻
略

の
た
め
移
設
さ
れ
、
大
正
末
期
に

要
塞
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
、

砲
台
跡
を
周
遊
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
椿
が
植

え
ら
れ
て
い
て
季
節
に
は
美
し
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

馬
島

馬
島
は
来
島
海
峡
大
橋
で
繋
が
っ
た
島
で
す
。

来
島
海
峡
大
橋
の
主
塔
の
一
つ
が
こ
の
島
に
あ
り
、
橋
の
上
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
か
ら
は
来
島
海
峡
大
橋
を
下
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
巨
大

建
造
物
の
威
容
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
海
水
浴
が
で
き
る
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
そ
の
ま
ん
前
に
あ
る
民
宿

み
は
ら
し
で
は
お
い
し
い
海
鮮
料
理
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
、
小
島
頂
上
か
ら
来
島
海
峡
大
橋
、
馬
島
を
望
む

8 、地下兵舎跡
9、砲座跡、大きさを見ると巨大な砲台があったことがわかります。
1 0 、発電所跡
1 1 、この石段を登ると頂上（司令塔跡）

1 2 、来島海峡大橋
を 下 か ら 見 る こ と
ができます。
1 3 、島のビーチと
灯台
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華
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馬
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に
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、
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理
民
宿
。
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泊
し
な
い
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で
も
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こ
と
が
で
き
ま
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高
縄
半
島
の
最
も
北
の
端
に
位
置
す
る

波
方
は
ま
る
で
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
頭

の
よ
う
な
地
形
を
し
て
い
ま
す
。

海
に
向
か
っ
て
と
ん
が
っ
て
つ
き
で
た

と
こ
ろ
に
鼻
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い

て
、
大
角
鼻
、
梶
取
ノ
鼻
、
錨
掛
ノ
鼻
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

突
き
出
て
は
な
い
け
れ
ど
長
泉
鼻
、
動
仙

鼻
と
い
う
地
名
も
あ
る
の
は
お
そ
ら
く

か
つ
て
は
突
き
出
た
地
形
を
し
て
い
た

場
所
だ
っ
た
の
が
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
地
形
だ
か
ら
面
積
の
割
に
海
岸

線
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
関
門

海
峡
か
ら
明
石
海
峡
の
間
の
ほ
ぼ
真
ん

中
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
造
船

と
海
運
が
栄
え
た
こ
と
に
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

波
方
町

大
角
鼻

大
角
鼻
は
今
治
市
一
番
北
の
先
、
海
岸
に
下

り
る
と
本
当
に
先
の
先
に
来
て
し
ま
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。
公
園
内
頂
上
に
は
展
望
台
、

下
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
や
海
水
浴
場
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
穴
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
五
三
ヶ
浦
（
し
め
が
う
ら
）

非
常
に
美
し
い
海
岸
で
、
夏
は
海
水
浴
や

キ
ャ
ン
プ
で
賑
わ
い
ま
す
。

た
だ
潮
流
の
関
係
で
流
木
や
瓦
礫
が
流

れ
つ
い
て
し
ま
う
の
が
残
念
で
す
。

こ
の
近
辺
で
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

梶
取
ノ
鼻

西
に
突
き
出
た
鼻
の
先

が
梶
取
ノ
鼻
で
す
。

白
い
灯
台
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

や
ま
も
も
の
こ
み
ち

巨
木
と
な
っ
た
や
ま
も
も
の
木
が
数
百

メ
ー
ト
ル
に
亘
り
茂
り
、
昼
で
も
暗
く

こ
み
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
異

な
り
ま
す
。

塔
の
峰

少
し
せ
ま
い
道
を
十
数
分
登
る
と
塔
の
峰
の

頂
上
で
す
。
そ
の
眺
望
の
よ
さ
か
ら
、
か
つ

て
は
来
島
村
上
家
の
遠
見
番
所
（
見
張
り

所
）
が
設
け
ら
て
い
ま
し
た
。

海
山
城
展
望
公
園

こ
の
山
は
昔
は
遠
見
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
塔
の
峰
と
同
じ
よ
う
に
遠
見
番
所
（
見
張

り
所
）
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
3
6
0
度
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
望
台
は
お
城
の
形
を

し
て
い
ま
す
。

大変美しい海岸で、水も透き
通っています。
少し沖にひょうたんのような小
島があり、NHKスペシャルドラ
マ坂の上の雲のラストシーンが
撮影されました。

玉生八幡神社
玉生八幡神社は波方港の前に位置する波方で一番大きな神社です。
広い敷地内には多くの神社が集められています。
玉にまつわる伝説が残っており、神社の名前に由来しているようです。
このあたりの10ケ村の総氏神として海運業者の信仰を集めています。

やまもものこみちは海の鳥居か
ら続く御崎神社の参道です。
尾根に出て降りたところ約 1 k m
ほどで御崎神社に着きます。
県道がないころはこの道だけだっ
たのでしょう。御崎神社には海上
安全と農耕の神様が祀られていま
す。ここにも水軍の砦があった痕
跡がのこされています。

大角鼻の千間磯は、約千軒の家があったが、嵐の夜一夜で流されてしまったという伝説が残っています。

のろしをあげていた火山があ
りそのことを詠った烽山の賦
があります。

落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
フ
レ
ン

チ
の
お
店
。
素

材
を
大
切
に
し

た
お
料
理
に
は

定
評
が
あ
り
ま

す
。

ラ
ン
チ
は
い
く

つ
か
の
コ
ー
ス

が
選
べ
、デ
ザ
ー

ト
付
き
で
大
満

足
で
す
。
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今
治
城
は
戦
国
武
将
藤
堂
高
虎
に

よ
っ
て
１
６
０
４
年
に
築
城
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
海
水

を
堀
に
引
き
込
ん
だ
平
城
と
な
っ
て

い
ま
す
。

天
守
閣
は
、
１
６
０
９
年
高
虎
の
移

封
に
伴
い
丹
波
亀
山
城
へ
移
築
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
亀
山
城
は

明
治
初
期
ま
で
現
存
し
、
そ
の
写
真

も
残
っ
て
い
て
、
当
時
の
今
治
城
が

偲
ば
れ
ま
す
。

現
在
の
天
守
閣
は
昭
和
55
年
に
作
ら

れ
た
模
擬
天
守
で
、
城
内
は
資
料
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
藤
堂
高
虎
像
、
19
年
に

は
、
市
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
鉄
御
門
が

復
元
さ
れ
ま
し
た
。

今治城は、全国でもめずらしい海水を
引き込んだ堀を持つ平城です。

ボランティアガイドの阿部です！
土日祝日は、今治城の駐車場横に
スタッフが常駐しています。
なんでもお声掛けくださいね。
ボランティアガイドお問い合わせ
今治地方観光協会
電話 0 8 9 8 - 2 2 - 0 9 0 9

港 近 く の 商 店 街 に は
多 く の か ま ぼ こ 店 や
魚 屋 が 並 ん で い ま
す。
朝 早 く 行 く と 揚 げ た
て の て ん ぷ ら が 食 べ
られます。

鯛の浜焼きは今治の名物！
天 然 の 鯛 の お い し さ が 凝 縮
されています。
商店街の魚屋で注文できます。

4、今治城の外堀だった金星川。かつては幅30ｍもあったようです。
5、ドンドビ（呑吐樋）交差点
6、商店街に残る旧町名「川岸端」ここまで船が乗り入れられ
しだいに町の中心となっていきました。
7、金星川の最下部にある四国初のキリスト教会跡
8、今治城の堀は海と繋がっています。全国でもめずらしい海
水の堀です。

1、復元された鉄御門
2 、 今 治 城 の 普 請 奉 行
だった渡辺勘兵衛の逸
話が残る勘兵衛石
3 、 藤 堂 高 虎 は 体 中 に
刀傷だらけの大男だっ
たと言われています。

今
治
城

今
治
城
は
、
３
重
の
堀
に
囲
ま
れ
た
広
大

な
城
で
し
た
。
３
重
の
堀
の
外
の
東
は
、
蒼

社
川
、
西
に
は
浅
川
が
あ
り
、
自
然
の
要
害

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

商
店
街
と
平
行
に
流
れ
る
金
星
川
は
、
今
治

城
の
外
堀
の
跡
で
す
。
四
国
初
の
キ
リ
ス
ト

教
会
跡
で
海
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

遡
っ
て
い
く
と
ド
ン
ド
ビ
で
泉
川
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
。

ド
ン
ド
ビ
は
今
で
は
交
差
点
の
名
前
と

し
て
通
用
さ
れ
て
い
て
今
治
の
中
心
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ン
ド
ビ
は
漢
字
で

は
呑
吐
樋
と
書
き
ま
す
。
海
か
ら
の
流
れ

と
上
流
か
ら
の
流
れ
を
調
整
し
て
い
た

水
門
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
水
を
呑
ん

だ
り
吐
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
た
め
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

金
星
川

1

2

3

4

5

6

8

7

くろがねごもん

く
ろ
が
ね
ご
も
ん

愛
媛
県
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治
城
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事
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所
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ヴェルデュール・カフェ

〒 7 9 4 - 0 0 3 4
愛媛県今治市美須賀町 1 - 1 - 5
電話 0 8 9 8 - 2 4 - 1 5 6 6 　定休日　木曜日

今治城の前にある人気のカフェ

今治城見学のあと一休み！

焼きドーナツは絶品
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た
。

商
店
街
と
平
行
に
流
れ
る
金
星
川
は
、
今
治

城
の
外
堀
の
跡
で
す
。
四
国
初
の
キ
リ
ス
ト

教
会
跡
で
海
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

遡
っ
て
い
く
と
ド
ン
ド
ビ
で
泉
川
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
。

ド
ン
ド
ビ
は
今
で
は
交
差
点
の
名
前
と

し
て
通
用
さ
れ
て
い
て
今
治
の
中
心
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ン
ド
ビ
は
漢
字
で

は
呑
吐
樋
と
書
き
ま
す
。
海
か
ら
の
流
れ

と
上
流
か
ら
の
流
れ
を
調
整
し
て
い
た

水
門
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
水
を
呑
ん

だ
り
吐
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
た
め
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

金
星
川

1

2

3

4

5

6

8

7

くろがねごもん

く
ろ
が
ね
ご
も
ん

愛
媛
県
今
治
城
管
理
事
務
所

〒
7
9
4

-

0
0
3
6

今
治
市
通
町
3

-

1

-

3
　

電
話
0
8
9
8

-

3
1

-

9
2
3
3

ヴェルデュール・カフェ

〒 7 9 4 - 0 0 3 4
愛媛県今治市美須賀町 1 - 1 - 5
電話 0 8 9 8 - 2 4 - 1 5 6 6 　定休日　木曜日

今治城の前にある人気のカフェ

今治城見学のあと一休み！

焼きドーナツは絶品

1 0 0 9



今
治
の
「
か
ね
と
食
堂
」
は
、
普
通
の
食
堂
で
す
。
う
ど
ん
、
中
華
そ
ば
、
親
子

丼
、
ざ
る
そ
ば
、
オ
ム
ラ
イ
ス…

い
た
っ
て
普
通
の
メ
ニ
ュ
ー
。
普
通
に
お

い
し
い
。
料
金
は
前
払
い
。
地
元
の
人
の
た
め
の
食
堂
で
し
た
が
、
近
年
で

は
土
日
に
観
光
客
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
変
わ
ら
ず
同
じ
ス
タ
イ
ル
同
じ
お
い
し
さ
の
か
ね
と
食
堂
で
す
。

か

ね

と

食

堂

〒
7
9
4

-

0
0
2
2
　
愛
媛
県
今
治
市
室
屋
町
1

-

2

-

1
6 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

1
9
9
7
　
営
業
時
間
　
8
時
〜
19
時
　
定
休
日
　
水
曜
日

今
治
に
は
、
行
列
の
で
き
る
「
か
き
氷
屋
」
が
２
軒
あ
り
ま
す
。

１
軒
は
登
泉
堂
、
こ
こ
の
一
番
人
気
は
い
ち
ご
ミ
ル
ク
で
す
。

春
、
一
番
お
い
し
い
時
期
の
苺
を
ピ
ュ
ー
レ
に
し
て
冷
凍
保
存
。

そ
れ
を
使
っ
て
作
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
だ
か
ら
本
物
の
苺
の
お
い
し
さ
が
そ
の
ま
ま
。

た
っ
ぷ
り
か
け
ら
れ
た
練
乳
が
さ
ら
に
お
い
し
さ
を
ひ
き
た
て
ま
す
。

も
う
１
軒
は
玉
屋
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
、
こ
こ
の
か
き
氷
は
絹
の
よ
う
な
舌
触
り
、
と
に
か
く

氷
が
細
か
い
。

ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
る
の
か
こ
っ
そ
り
覗
い
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど…

納
得
で
す
。

最
近
種
類
が
す
ご
く
増
え
て
き
て
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
人
気
は
定
番

の
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
と
宇
治
金
時
。

ど
ち
ら
が
お
い
し
い
？
？
こ
れ
は
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
の
好
み
あ
る

い
は
そ
の
日
ど
ち
ら
が
食
べ
た
い
気
分
か
で
決
ま
り
ま
す
。

真
夏
は
行
列
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

登

泉

堂

か

玉

屋

サ

ン

ト

ノ

ー

レ

か

登泉堂のわらび
餅も絶品！
早い時間に売り
切れます。

ア
イ
ロ
ン
じ
ゃ
な
い
よ
！

鳥
皮
焼
い
て
い
ま
す
！

テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治

株
式
会
社
今
治
繊
維
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
7
9
4

-

0
0
3
3

愛
媛
県
今
治
市
東
門
町
5

-

1
4

-

3

電
話
0
8
9
8

-

2
3

-

8
7
0
0 

w
w
w
.im

a
b
a
rito

w
e
l.jp

国
際
ホ
テ
ル
店

（
今
治
国
際
ホ
テ
ル
内
）

日
本
食
研 

食
文
化
博
物
館

〒
7
9
9

-

1
5
8
2
　

愛
媛
県
今
治
市
富
田
新
港
1
丁
目
3
番
地

見
学
お
問
い
合
わ
せ
　

電
話
0
8
9
8

-

4
7

-

2
2
8
1

営
業
日
　
平
日

（
事
前
に
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
9
時
〜
1 7
時
）

玉屋サントノーレのミルクセーキ
　　
玉屋サントノーレ
〒 7 9 4 - 0 0 2 4 　愛媛県今治市共栄町 2 - 2 - 5 4  
電話 0 8 9 8 - 2 2 - 2 0 7 6
営業時間　6～8月/10時30分～21時30分　9～5月/10時30分～19時
定休日　不定休（ 7月 8月は無休）

登泉堂のいちごミルク
　　
登泉堂
〒 7 9 4 - 0 0 4 1 　愛媛県今治市松本町 3 - 2 - 2 8
電話 0 8 9 8 - 2 2 - 5 7 3 5
営業時間　かき氷1 2時～ 1 8時（ 5月～ 9月）
定休日　日曜日（ 7月 8月は不定休）

今

治

焼

き

鳥

今

治

の

地

酒

「

山

丹

正

宗

」

今
治
と
言
え
ば
や
き
と
り
。
人
口
あ
た
り
の

焼
き
鳥
店
の
軒
数
が
日
本
一
だ
と
い
わ
れ

て
お
り
、
平
成
1 1
年
に
「
焼
き
鳥
日
本
一
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

鉄
板
で
焼
く
の
が
今
治
の
焼
き
鳥
。

特
に
串
に
さ
さ
ず
に
焼
き
上
げ
る
鳥
皮
が

一
番
の
人
気
で
す
。

そ
し
て
み
ん
な
大
好
き
「
せ
ん
ざ
ん
き
」

（
味
付
き
鳥
の
か
ら
揚
げ
）…

焼
き
鳥
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
焼
き
鳥
店
で
も
出
さ

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

山
丹
正
宗
の
醸
造
元
で
あ
る
八
木
酒

造
部
は
、
１
８
３
１
年
創
業
の
老
舗
造

り
酒
屋
で
す
。
銘
柄
の
由
来
は
、
屋
号

の
「
丹
波
屋
」
と
そ
の
紋
、
そ
し
て
キ
レ

の
あ
る
味
を
名
刀
「
正
宗
」
に
あ
や
か

り
「
山
丹
正
宗
」
と
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
っ
き
り
キ
レ
の
あ
る
味

と
香
り
の
高
さ
が
特
徴
で
、
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
金
賞
を
多
数
受
賞
し
て
い

る
ほ
か
、
数
々
の
賞
に
輝
き
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
や
き
と
り
の
お
供
に

も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

今

治

タ

オ

ル

日
本
一
の
生
産
量
そ
し
て
高
品

質
を
誇
る
今
治
タ
オ
ル
。

今
治
タ
オ
ル
を
購
入
す
る
な
ら
、

テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治
が
お
す
す

め
！

im
a
b
a
ri to

w
e
l ja

p
a
n

の
ブ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
入
っ
た
タ
オ

ル
が
今
治
タ

オ
ル
の
公
式

ブ
ラ
ン
ド
で

す
。

産
地
な
ら
で

は
の
豊
富
な

品
揃
え
か
ら

選
べ
ま
す
。

日

本

食

研 

食

文

化

博

物

館

た
れ
の
出
荷
量
ナ
ン
バ
ー
１
を
誇
る
日
本
食
研
。
Ｋ
Ｏ
宮
殿
工
場
で

は
最
新
鋭
の
ブ
レ
ン
ド
調
味
料
生
産
ラ
イ
ン
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
食
文
化
博
物
館
で
は
世
界
の
食
文
化
に
関
す
る
多
彩
な
情
報

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
日
本
食
研
歴
史
館
、

商
品
展
示
館
、
ハ
ム
研
究

工
場
、
世
界
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
博
物
館
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ

ン
コ
の
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り

ま
す
。

重

松

飯

店

今
治
名
物
の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
焼

豚
玉
子
飯
。

か
つ
て
今
治
で
人
気
だ
っ
た
老
舗
中
華
料

理
店
の
ま
か
な
い
が
、
地
元
で
大
人
気
に
！

ご
飯
の
上
に
焼
き
豚
と
半
熟
卵
を
載
せ
た

シ
ン
プ
ル
な
丼
飯
で
す
が
こ
れ
が
旨
い
！

人
気
店
の
一
つ
で
あ
る
重
松
飯
店
は
県
内
外

か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

〒
7
9
4

-

0
0
2
5

愛
媛
県
今
治
市
大
正
町
5

-

4

-

4
7

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

6
4
5
2

営
業
時
間

火
〜
土
／
11
時
45
分
〜
14
時
　
18
時
〜
22
時

日
・
祝
／
11
時
45
分
〜
14
時
　
18
時
〜
21
時

定
休
日
　
月
曜
日

今
治
焼
き
鳥
の
お
問
い
合
わ
せ

今
治
地
方
観
光
協
会

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

0
9
0
9

株
式
会
社
八
木
酒
造
部

〒
7
9
4

-

0
0
4
2

愛
媛
県
今
治
市
旭
町
3

-

3

-

8

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

6
7
0
0

1 2 1 1



今
治
の
「
か
ね
と
食
堂
」
は
、
普
通
の
食
堂
で
す
。
う
ど
ん
、
中
華
そ
ば
、
親
子

丼
、
ざ
る
そ
ば
、
オ
ム
ラ
イ
ス…

い
た
っ
て
普
通
の
メ
ニ
ュ
ー
。
普
通
に
お

い
し
い
。
料
金
は
前
払
い
。
地
元
の
人
の
た
め
の
食
堂
で
し
た
が
、
近
年
で

は
土
日
に
観
光
客
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
変
わ
ら
ず
同
じ
ス
タ
イ
ル
同
じ
お
い
し
さ
の
か
ね
と
食
堂
で
す
。

か

ね

と

食

堂

〒
7
9
4

-

0
0
2
2
　
愛
媛
県
今
治
市
室
屋
町
1

-

2

-

1
6 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

1
9
9
7
　
営
業
時
間
　
8
時
〜
19
時
　
定
休
日
　
水
曜
日

今
治
に
は
、
行
列
の
で
き
る
「
か
き
氷
屋
」
が
２
軒
あ
り
ま
す
。

１
軒
は
登
泉
堂
、
こ
こ
の
一
番
人
気
は
い
ち
ご
ミ
ル
ク
で
す
。

春
、
一
番
お
い
し
い
時
期
の
苺
を
ピ
ュ
ー
レ
に
し
て
冷
凍
保
存
。

そ
れ
を
使
っ
て
作
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
だ
か
ら
本
物
の
苺
の
お
い
し
さ
が
そ
の
ま
ま
。

た
っ
ぷ
り
か
け
ら
れ
た
練
乳
が
さ
ら
に
お
い
し
さ
を
ひ
き
た
て
ま
す
。

も
う
１
軒
は
玉
屋
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
、
こ
こ
の
か
き
氷
は
絹
の
よ
う
な
舌
触
り
、
と
に
か
く

氷
が
細
か
い
。

ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
る
の
か
こ
っ
そ
り
覗
い
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど…

納
得
で
す
。

最
近
種
類
が
す
ご
く
増
え
て
き
て
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
人
気
は
定
番

の
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
と
宇
治
金
時
。

ど
ち
ら
が
お
い
し
い
？
？
こ
れ
は
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
の
好
み
あ
る

い
は
そ
の
日
ど
ち
ら
が
食
べ
た
い
気
分
か
で
決
ま
り
ま
す
。

真
夏
は
行
列
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

登

泉

堂

か

玉

屋

サ

ン

ト

ノ

ー

レ

か

登泉堂のわらび
餅も絶品！
早い時間に売り
切れます。

ア
イ
ロ
ン
じ
ゃ
な
い
よ
！

鳥
皮
焼
い
て
い
ま
す
！

テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治

株
式
会
社
今
治
繊
維
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
7
9
4

-

0
0
3
3

愛
媛
県
今
治
市
東
門
町
5

-

1
4

-

3

電
話
0
8
9
8

-

2
3

-

8
7
0
0 

w
w
w
.im

a
b
a
rito

w
e
l.jp

国
際
ホ
テ
ル
店

（
今
治
国
際
ホ
テ
ル
内
）

日
本
食
研 

食
文
化
博
物
館

〒
7
9
9

-

1
5
8
2
　

愛
媛
県
今
治
市
富
田
新
港
1
丁
目
3
番
地

見
学
お
問
い
合
わ
せ
　

電
話
0
8
9
8

-

4
7

-

2
2
8
1

営
業
日
　
平
日

（
事
前
に
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
9
時
〜
1 7
時
）

玉屋サントノーレのミルクセーキ
　　
玉屋サントノーレ
〒 7 9 4 - 0 0 2 4 　愛媛県今治市共栄町 2 - 2 - 5 4  
電話 0 8 9 8 - 2 2 - 2 0 7 6
営業時間　6～8月/10時30分～21時30分　9～5月/10時30分～19時
定休日　不定休（ 7月 8月は無休）

登泉堂のいちごミルク
　　
登泉堂
〒 7 9 4 - 0 0 4 1 　愛媛県今治市松本町 3 - 2 - 2 8
電話 0 8 9 8 - 2 2 - 5 7 3 5
営業時間　かき氷1 2時～ 1 8時（ 5月～ 9月）
定休日　日曜日（ 7月 8月は不定休）

今

治

焼

き

鳥

今

治

の

地

酒

「

山

丹

正

宗

」

今
治
と
言
え
ば
や
き
と
り
。
人
口
あ
た
り
の

焼
き
鳥
店
の
軒
数
が
日
本
一
だ
と
い
わ
れ

て
お
り
、
平
成
1 1
年
に
「
焼
き
鳥
日
本
一
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

鉄
板
で
焼
く
の
が
今
治
の
焼
き
鳥
。

特
に
串
に
さ
さ
ず
に
焼
き
上
げ
る
鳥
皮
が

一
番
の
人
気
で
す
。

そ
し
て
み
ん
な
大
好
き
「
せ
ん
ざ
ん
き
」

（
味
付
き
鳥
の
か
ら
揚
げ
）…

焼
き
鳥
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
焼
き
鳥
店
で
も
出
さ

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

山
丹
正
宗
の
醸
造
元
で
あ
る
八
木
酒

造
部
は
、
１
８
３
１
年
創
業
の
老
舗
造

り
酒
屋
で
す
。
銘
柄
の
由
来
は
、
屋
号

の
「
丹
波
屋
」
と
そ
の
紋
、
そ
し
て
キ
レ

の
あ
る
味
を
名
刀
「
正
宗
」
に
あ
や
か

り
「
山
丹
正
宗
」
と
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
っ
き
り
キ
レ
の
あ
る
味

と
香
り
の
高
さ
が
特
徴
で
、
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
金
賞
を
多
数
受
賞
し
て
い

る
ほ
か
、
数
々
の
賞
に
輝
き
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
や
き
と
り
の
お
供
に

も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

今

治

タ

オ

ル

日
本
一
の
生
産
量
そ
し
て
高
品

質
を
誇
る
今
治
タ
オ
ル
。

今
治
タ
オ
ル
を
購
入
す
る
な
ら
、

テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治
が
お
す
す

め
！

im
a
b
a
ri to

w
e
l ja

p
a
n

の
ブ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
入
っ
た
タ
オ

ル
が
今
治
タ

オ
ル
の
公
式

ブ
ラ
ン
ド
で

す
。

産
地
な
ら
で

は
の
豊
富
な

品
揃
え
か
ら

選
べ
ま
す
。

日

本

食

研 

食

文

化

博

物

館

た
れ
の
出
荷
量
ナ
ン
バ
ー
１
を
誇
る
日
本
食
研
。
Ｋ
Ｏ
宮
殿
工
場
で

は
最
新
鋭
の
ブ
レ
ン
ド
調
味
料
生
産
ラ
イ
ン
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
食
文
化
博
物
館
で
は
世
界
の
食
文
化
に
関
す
る
多
彩
な
情
報

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
日
本
食
研
歴
史
館
、

商
品
展
示
館
、
ハ
ム
研
究

工
場
、
世
界
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
博
物
館
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ

ン
コ
の
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り

ま
す
。

重

松

飯

店

今
治
名
物
の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
焼

豚
玉
子
飯
。

か
つ
て
今
治
で
人
気
だ
っ
た
老
舗
中
華
料

理
店
の
ま
か
な
い
が
、
地
元
で
大
人
気
に
！

ご
飯
の
上
に
焼
き
豚
と
半
熟
卵
を
載
せ
た

シ
ン
プ
ル
な
丼
飯
で
す
が
こ
れ
が
旨
い
！

人
気
店
の
一
つ
で
あ
る
重
松
飯
店
は
県
内
外

か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
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上から織田ヶ浜、唐子浜、志島ヶ原、
桜井総合公園、休暇村瀬戸内東予

や
っ
ぱ
り
海
が

  

え
え
わ
い

菅
原
道
真
公
が
京
都
か
ら
大
宰
府
へ
流
さ
れ
る
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

綱
敷
天
満
宮
は
神
戸
や
福
岡
に
も
あ
り
、
漁
師
が
作
っ
た
綱
の
円
座
で
休
ん
だ
と
い
う
同

じ
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
治
の
綱
敷
天
満
宮
に
は
、
菅
原
道
真
が
衣
を
干
し
た
と
い

う
衣
干
岩
が
あ
り
ま
す
。

1 1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
広
大
な
敷
地
内
に
は
、
松
林
と
梅
林
が
非
常
に
美
し
く
、
季

節
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
梅
が
咲
き
、
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
椀
舟
と
い
わ
れ
た
海
運
で
発
展
し
ま
し
た
。

綱
敷
天
満
宮
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
大
き
な
灯
篭
な
ど
か
ら
も
そ
の
隆
盛
が
偲
ば
れ
ま
す
。

綱
敷
天
満
神
社
と
桜
井
の
町
並

4

今
治
市
の
東
部
に
は
白
砂
の
海
岸
が
続
い
て
い
ま
す
。

西
か
ら
織
田
ヶ
浜
、
頓
田
川
を
は
さ
ん
で
唐
子
浜
、
桜
井
漁
港
を
経
て
志

島
ヶ
原
、
旧
石
風
呂
か
ら
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予
の
海
岸
ま
で
。

途
切
れ
て
は
い
る
も
の
の
総
延
長
は
8
㎞
に
も
及
ん
で
い
て
日
本
の
渚

1
0
0
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
特
有
の
お
だ
や
か
な
波
、
白
い
砂
、
松
林
。

夏
は
ど
の
海
岸
も
た
く
さ
ん
の
海
水
浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

と
言
っ
て
も
都
会
近
郊
の
海
岸
の
よ
う
に
混
み
あ
う
こ
と
も
な
く
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

唐
子
浜
に
あ
る
赤
灯
台
は
、
来
島
海
峡
の
岩
礁
に
あ
っ
た
も
の
が
大
型
船

の
航
行
に
伴
う
岩
礁
破
壊
と
と
も
に
不
要
に
な
り
、
こ
こ
に
移
築
さ
れ
ま

し
た
。

最
も
施
設
が
充
実
し
て
い
る
の
は
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予
の
海
岸
。

シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣
室
は
も
ち
ろ
ん
、
桟
敷
席
、
売
店
も
備
わ
っ
て
い
て
近
く

に
は
キ
ャ
ン
プ
場
、
宿
泊
施
設
も
あ
り
ま
す
。

織
田
ヶ
浜
・
唐
子
浜
・

　志
島
ヶ
原
・
休
暇
村
海
岸

今
治
藩
主
の
墓
は
、
唐
子
浜
を
見
下
ろ
す

寺
山
の
山
頂
に
あ
り
、
初
代
久
松
定
房

３
代
定
陳
、
４
代
定
基
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
巨
大
な
宝
篋
印
塔
は
県
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

綱
敷
天
満
神
社

愛
媛
県
今
治
市
桜
井
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8

P
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桜
井
地
域
は
、
古
く
か
ら
漆
器
の
製
造

が
盛
ん
で
し
た
。
今
も
数
軒
の
漆
器
店

が
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

綱
敷
天
満
神
社
に

設
置
し
て
あ
る

熊
手
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4

いまばり湯ノ浦ハイツ
ひときわ高い丘の上に建つ公共の宿泊施
設。お風呂から瀬戸内海が眺望できます。
愛媛県今治市湯ノ浦23　電話0898-48-2000

ケーオーホテル
おしゃれでかわいいリゾートホテル。ウエ
ディングも人気です。愛媛県今治市湯ノ浦15
電話0898-48-1911

ホテルアジュール汐の丸
瀬戸内の水軍浪漫をたどる宿。湯ノ浦温泉
最大の宿泊施設。瀬戸内の旬の素材を使用
した料理が自慢。愛媛県今治市湯ノ浦30 
電話0898-47-0707

クアハウス今治
様々な種類の浴槽を完備した多目的温泉保
養 館 。 愛 媛 県 今 治 市 湯 ノ 浦 3 6 　 電 話
0898-47-0606　営業時間　10時～21時30分
休館日火曜日

湯ノ浦温泉 四季の湯ビア工房
日帰り温泉です。露天風呂、樽風呂、大浴
場、サウナが充実。湯上りの生ビールがおい
しい。温泉水で育んだ原木しいたけを栽培し
ています。愛媛県今治市湯ノ浦26　
電話0898-48-0300　営業時間　10時～23時
定休日　木曜日

道の駅今治湯ノ浦温泉
湯ノ浦温泉の入り口にある道の駅。観光
案内、お土産、お食事、レンタサイクル
もあります。愛媛県今治市長沢甲25 2 - 2
電話089 8 - 4 7 - 0 9 9 0　年中無休

創
業
約
9 0
年
、
今
治
港
近
く
に

あ
っ
た
う
ど
ん
店
で
し
た
。
近
所

の
人
た
ち
だ
け
が
来
る
よ
う
な
お

店
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
か
ら

か
口
コ
ミ
で
「
い
り
こ
う
ど
ん
」
が

人
気
に
な
り
、
こ
れ
を
目
当
て
に

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
り
こ
う
ど
ん
と
は
、
出
汁
を
と
っ
た
あ
と
の
い
り
こ
を
天
ぷ
ら
に
し

て
う
ど
ん
の
上
に
の
せ
て
い
る
も
の
で
、
い
り
こ
天
ぷ
ら
う
ど
ん
と
言
っ
た
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
今
治
市
の
東
部
、
拝
志
に
あ
る
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
お
店
と
一
緒

に
営
業
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
「
い
り
こ
う
ど
ん
」
は
も
ち
ろ
ん
健
在
で
す
。「
い
り
こ
う
ど
ん
」
に

次
い
で
人
気
な
の
が
「
と
り
貝
う
ど
ん
」
、
幻
の
貝
と
い
わ
れ
る
と
り
貝
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い

て
、
い
い
味
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
玉
子
う
ど
ん
、
肉
う
ど
ん
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
、
中
華
そ
ば
も

あ
り
ま
す
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
も
本
気
で
お
い
し
い
で
す
。

松

本

う

ど

ん

店

今
治
市
の
桜
井
地
方
の
丘
陵
地
に

開
か
れ
た
温
泉
地
で
す
。
ク
ア
ハ
ウ

ス
や
宿
泊
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設

が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
四
国
で
初
め

て
国
民
保
養
温
泉
地
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
ラ
ド
ン
や
フ
ッ
素
を
多
く

含
む
良
質
な
お
湯
が
湧
出
さ
れ
て

い
て
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
炎

な
ど
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い

瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
、
光
あ
ふ
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
で
す
。

綱
敷
天
満
神
社
の
海
側
、
志

島
ヶ
原
に
あ
る
和
食
の
お
店

で
す
。
と
に
か
く
魚
が
新
鮮
！

そ
し
て
安
く
て
お
い
し
い
！

お
す
す
め
は
志
満
定
食
。
今
治

定
番
の
厚
切
り
の
お
刺
身
、
天

ぷ
ら
、
釜
飯
、
お
吸
い
物
が
つ

き
ま
す
。
波
の
音
を
聞
き
な
が

ら
お
昼
か
ら
ま
っ
た
り
で
き

ま
す
。

す
ぐ
隣
の
「
し
ま
茶
屋
」
で
は
、

軽
い
お
食
事
が
頂
け
ま
す
。
梅

う
ど
ん
、
お
で
ん
が
人
気
。

志

満

フ

ァ

ミ

リ

ー

パ

ー

ク

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
い
た
だ
く
瀬
戸
内
の
新
鮮

な
お
料
理
。
一
品
一
品
に
最
高
の
素
材
を
使
い
、
心

を
込
め
て
調
理
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
贅
沢
し
て
い
た
だ
き
た
い
今
治
な
ら

で
は
の
お
魚
料
理
で
す
。

旅

烹
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今
治
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桜
井
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-

5

-

2
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電
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0
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9
8

-

4
8

-

0
5
0
6

営
業
時
間

　1 1
時
〜
14
時

　
　
　
　17
時
〜
20
時
半

　

P
有

し
ま
茶
屋

〒
7
9
9

-

1
5
2
2

　愛
媛
県
今
治
市
桜
井
6

-

5

-

2
6 

電
話
0
8
9
8

-

4
8

-

1
2
8
1

　営
業
時
間

　11
時
半
〜
17
時

7
月
、
8
月
は
金
・
土
の
み
23
時
ま
で
営
業

〒
7
9
9

-

1
5
2
2

愛
媛
県
今
治
市
桜
井
6

-

5

-

3
1

電
話
0
8
9
8

-

4
8

-

1
3
3
8

営
業
時
間

　11
時
〜
14
時

　17
時
〜
21
時

定
休
日

　水
曜
日

　P
有〒

7
9
9

-

1
3
0
3

愛
媛
県
西
条
市
河
原
津

電
話
0
8
9
8

-

4
8

-

0
3
1
1

休

暇

村

瀬

戸

内

東

予

湯
ノ
浦
温
泉
か
ら
さ
ら
に
東

へ
、
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予
は
今

治
市
と
西
条
市
に
ま
た
が
る
丘

の
上
の
宿
泊
施
設
で
す
。
お
風

呂
か
ら
、
お
部
屋
か
ら
、
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら…

す
べ
て
の
場
所

か
ら
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
の
新
鮮
な

魚
介
類
を
使
っ
た
お
料
理
が
出

さ
れ
、
お
風
呂
は
西
条
市
の
本

谷
温
泉
を
源
泉
と
し
た
お
湯
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
海
側
に
下

り
れ
ば
、
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

やわらかいうどん
で甘口の出汁
これはくせになる
おいしさです！

湯
ノ
浦
温
泉
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いまばり湯ノ浦ハイツ
ひときわ高い丘の上に建つ公共の宿泊施
設。お風呂から瀬戸内海が眺望できます。
愛媛県今治市湯ノ浦23　電話0898-48-2000

ケーオーホテル
おしゃれでかわいいリゾートホテル。ウエ
ディングも人気です。愛媛県今治市湯ノ浦15
電話0898-48-1911

ホテルアジュール汐の丸
瀬戸内の水軍浪漫をたどる宿。湯ノ浦温泉
最大の宿泊施設。瀬戸内の旬の素材を使用
した料理が自慢。愛媛県今治市湯ノ浦30 
電話0898-47-0707

クアハウス今治
様々な種類の浴槽を完備した多目的温泉保
養 館 。 愛 媛 県 今 治 市 湯 ノ 浦 3 6 　 電 話
0898-47-0606　営業時間　10時～21時30分
休館日火曜日

湯ノ浦温泉 四季の湯ビア工房
日帰り温泉です。露天風呂、樽風呂、大浴
場、サウナが充実。湯上りの生ビールがおい
しい。温泉水で育んだ原木しいたけを栽培し
ています。愛媛県今治市湯ノ浦26　
電話0898-48-0300　営業時間　10時～23時
定休日　木曜日

道の駅今治湯ノ浦温泉
湯ノ浦温泉の入り口にある道の駅。観光
案内、お土産、お食事、レンタサイクル
もあります。愛媛県今治市長沢甲25 2 - 2
電話089 8 - 4 7 - 0 9 9 0　年中無休

創
業
約
9 0
年
、
今
治
港
近
く
に

あ
っ
た
う
ど
ん
店
で
し
た
。
近
所

の
人
た
ち
だ
け
が
来
る
よ
う
な
お

店
だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
か
ら

か
口
コ
ミ
で
「
い
り
こ
う
ど
ん
」
が

人
気
に
な
り
、
こ
れ
を
目
当
て
に

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
り
こ
う
ど
ん
と
は
、
出
汁
を
と
っ
た
あ
と
の
い
り
こ
を
天
ぷ
ら
に
し

て
う
ど
ん
の
上
に
の
せ
て
い
る
も
の
で
、
い
り
こ
天
ぷ
ら
う
ど
ん
と
言
っ
た
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
今
治
市
の
東
部
、
拝
志
に
あ
る
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
お
店
と
一
緒

に
営
業
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
「
い
り
こ
う
ど
ん
」
は
も
ち
ろ
ん
健
在
で
す
。「
い
り
こ
う
ど
ん
」
に

次
い
で
人
気
な
の
が
「
と
り
貝
う
ど
ん
」
、
幻
の
貝
と
い
わ
れ
る
と
り
貝
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い

て
、
い
い
味
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
玉
子
う
ど
ん
、
肉
う
ど
ん
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
、
中
華
そ
ば
も

あ
り
ま
す
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
も
本
気
で
お
い
し
い
で
す
。

松

本

う

ど

ん

店

今
治
市
の
桜
井
地
方
の
丘
陵
地
に

開
か
れ
た
温
泉
地
で
す
。
ク
ア
ハ
ウ

ス
や
宿
泊
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設

が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
四
国
で
初
め

て
国
民
保
養
温
泉
地
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
ラ
ド
ン
や
フ
ッ
素
を
多
く

含
む
良
質
な
お
湯
が
湧
出
さ
れ
て

い
て
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
炎

な
ど
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い

瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
、
光
あ
ふ
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
で
す
。

綱
敷
天
満
神
社
の
海
側
、
志

島
ヶ
原
に
あ
る
和
食
の
お
店

で
す
。
と
に
か
く
魚
が
新
鮮
！

そ
し
て
安
く
て
お
い
し
い
！

お
す
す
め
は
志
満
定
食
。
今
治

定
番
の
厚
切
り
の
お
刺
身
、
天

ぷ
ら
、
釜
飯
、
お
吸
い
物
が
つ

き
ま
す
。
波
の
音
を
聞
き
な
が

ら
お
昼
か
ら
ま
っ
た
り
で
き

ま
す
。

す
ぐ
隣
の
「
し
ま
茶
屋
」
で
は
、

軽
い
お
食
事
が
頂
け
ま
す
。
梅

う
ど
ん
、
お
で
ん
が
人
気
。

志

満

フ

ァ

ミ

リ

ー

パ

ー

ク

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
い
た
だ
く
瀬
戸
内
の
新
鮮

な
お
料
理
。
一
品
一
品
に
最
高
の
素
材
を
使
い
、
心

を
込
め
て
調
理
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
贅
沢
し
て
い
た
だ
き
た
い
今
治
な
ら

で
は
の
お
魚
料
理
で
す
。

旅

烹

　

魚

羨

札
幌
ス
ー
プ
カ
レ
ー
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
松
本
う
ど
ん
店
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予

湯
ノ
浦
温
泉
か
ら
さ
ら
に
東

へ
、
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予
は
今

治
市
と
西
条
市
に
ま
た
が
る
丘

の
上
の
宿
泊
施
設
で
す
。
お
風

呂
か
ら
、
お
部
屋
か
ら
、
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら…

す
べ
て
の
場
所

か
ら
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
の
新
鮮
な

魚
介
類
を
使
っ
た
お
料
理
が
出

さ
れ
、
お
風
呂
は
西
条
市
の
本

谷
温
泉
を
源
泉
と
し
た
お
湯
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
海
側
に
下

り
れ
ば
、
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

やわらかいうどん
で甘口の出汁
これはくせになる
おいしさです！

湯
ノ
浦
温
泉
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乃
万
地
域
の
石
造
物

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
巨
大
な
五
輪
塔
が
二
基
並
ん
で
建
っ
て

い
ま
す
。
高
さ
は
、
大
き
い
方
は
2 . 4
ｍ
小
さ
い
方
で
も
2 . 2
ｍ
も

あ
り
、
大
変
美
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
名
の
あ
る

戦
国
武
将
の
夫
婦
墓
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
建
立
は

鎌
倉
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
覚
庵
五
輪

塔
で
、
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
造
物
は
愛
媛
県
内

に
2 5
件
あ
り
、
こ
れ
は
奈
良
、
京
都
、
滋
賀
に
続
い
て
4
番

目
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
2 0
件
が
今
治
市
内
に
あ
り
、
1 6
件

が
乃
万
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
石
造
物
が
造
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
現
在
少
し
ず
つ
解

明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

多くの石造物を有する乗
禅寺の山門（慈照門）は
今治城の武家城門を移築
したものです。

マネージャーの近藤です。
時間を気にせずゆっくりと
おくつろぎください。

1、長円寺跡宝篋印塔（国重文）鎌倉時代後期の1325年に建立されたもので高さ3 . 6ｍもあります。
2、馬場五輪塔（国重文）銘文により1326年建立、紀氏という有力者の娘の供養塔だということがわかります。
3、野間神社宝篋印塔（国重文）野間神社の本殿の裏にある宝篋印塔。高さ2.8mあり、1322年に建立されました。
4、覚庵五輪塔（国重文）
5、乗禅寺石塔群（すべて国重文）11基もの石塔があります。寺の周辺に散在していたものを170 4年にこ
こに集められました。

〒
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9
4

-

0
0
8
3

愛
媛
県
今
治
市
宅
間
甲
8
5
4

-

1 

電
話
0
8
9
8

-

2
3

-

3
9
3
3

営
業
時
間
1 0
時
〜
1 8
時

定
休
日
　
月
曜
日

w
w
w
.k
o
n
te
x
.jp

ヌ

ー

ヴ

ェ

ル

テ

ロ

ワ

ー

ル

地
元
の
新
鮮
な
食

材
を
生
産
者
か
ら

直
接
仕
入
れ
て
い

ま
す
。素
材
そ
の
も

の
の
お
い
し
さ
を

し
み
じ
み
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る

自
然
派
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
す
。し
か
も

価
格
は
と
て
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

す
。ス
イ
ー
ツ
の
お

い
し
さ
に
も
定
評

が
あ
り
ま
す
。

〒 7 9 4 - 0 8 4 0 　
愛媛県今治市中寺 2 7 9 - 1
電話 0 8 9 8 - 3 3 - 3 1 3 1
F A X 0 8 9 8 - 3 1 - 3 1 1 7
営業時間　 9時～ 1 9 時  
w w w . s a i s a i k i t e y a . c o m

〒 7 9 9 - 1 5 1 4 　
愛媛県今治市町谷 1 9 7 - 3  
電話 0 8 9 8 - 4 7 - 4 5 0 0
営業時間　ランチ 1 1 時～ 1 5 時半
　　　　　ディナー 1 7 時半～ 2 2 時
定休日　水曜日
ww w . n o u v e l - t e r r o i r

レ
ン
ガ
造
り
の
タ
オ
ル
工
場
を
改
装

し
て
作
ら
れ
た
タ
オ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と

日
本
茶
カ
フ
ェ
で
す
。
タ
オ
ル
会
社
の

コ
ン
テ
ッ
ク
ス
直
営
の
お
店
で
、
高
級

な
今
治
タ
オ
ル
が
並
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
セ
レ
ク
ト
に
よ
る
雑
貨
や

衣
料
も
販
売
さ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と

ス
テ
キ
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
は
、
お
茶
の
香
り

が
漂
う
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。
様
々
な

種
類
の
日
本
茶
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

お
茶
が
は
い
る
ま
で
の
待
ち
時
間
も

な
ぜ
か
心
地
い
い
。
コ
ー
ヒ
ー
は
味
わ

い
深
く
香
り
も
よ
い
。
季
節
の
自
家
製

ス
イ
ー
ツ
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

コ

ン

テ

ッ

ク

ス

　

タ

オ

ル

ガ

ー

デ

ン

地
元
の
農
家
が
持
ち
込
ん
だ
野
菜
や

果
物
、
地
物
の
魚
や
お
肉
が
店
内

い
っ
ぱ
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。

ど
れ
も
新
鮮
で
安
く
、
夕
方
に
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

人
気
で
す
。

さ

い

さ

い

き

て

屋

野
間
馬

ハ
イ
ラ
ン
ド

日
本
一
小
さ
な
在
来
馬
の
「
野

間
馬
」
に
会
え
る
公
園
で
す
。
お

と
な
し
く
て
か
わ
い
い
野
間
馬

は
子
ど
も
に
大
人
気
！
乗
馬
も

可
能
で
す
。
園
内
に
は
モ
ル

モ
ッ
ト
な
ど
の
小
動
物
と
ふ
れ

あ
え
る
広
場
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
森

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

し
ま
な
み
海
道
の
起
点
、
今
治

I C
の
す
ぐ
近
く
の
花
の
公
園
で

す
。
今
治
市
制
5 0
周
年
を
記
念

し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
広
大

な
敷
地
に
四
季
の
花
々
が
咲

き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
も
人
気
で
す
。
園
内
に

は
、
親
水
池
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

〒 7 9 4 - 0 0 8 2 　愛媛県今治市野間甲 8
電話 0 8 9 8 - 3 2 - 8 1 5 5
休園日　火曜日　年末年始
ww w . i m a b a r i - n o m a u m a . j p

〒 7 9 4 - 0 0 7 2
愛媛県今治市山路 6 6 2 - 1
お問い合わせ　
今治市公園緑地課　電話 0 8 9 8 - 3 6 - 1 5 6 3

3 2 1

45

1 8 1 7
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乃
万
地
域
の
石
造
物

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
巨
大
な
五
輪
塔
が
二
基
並
ん
で
建
っ
て

い
ま
す
。
高
さ
は
、
大
き
い
方
は
2 . 4
ｍ
小
さ
い
方
で
も
2 . 2
ｍ
も

あ
り
、
大
変
美
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
名
の
あ
る

戦
国
武
将
の
夫
婦
墓
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
建
立
は

鎌
倉
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
覚
庵
五
輪

塔
で
、
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
造
物
は
愛
媛
県
内

に
2 5
件
あ
り
、
こ
れ
は
奈
良
、
京
都
、
滋
賀
に
続
い
て
4
番

目
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
2 0
件
が
今
治
市
内
に
あ
り
、
1 6
件

が
乃
万
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
石
造
物
が
造
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
現
在
少
し
ず
つ
解

明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

多くの石造物を有する乗
禅寺の山門（慈照門）は
今治城の武家城門を移築
したものです。

マネージャーの近藤です。
時間を気にせずゆっくりと
おくつろぎください。

1、長円寺跡宝篋印塔（国重文）鎌倉時代後期の1325年に建立されたもので高さ3 . 6ｍもあります。
2、馬場五輪塔（国重文）銘文により1326年建立、紀氏という有力者の娘の供養塔だということがわかります。
3、野間神社宝篋印塔（国重文）野間神社の本殿の裏にある宝篋印塔。高さ2.8mあり、1322年に建立されました。
4、覚庵五輪塔（国重文）
5、乗禅寺石塔群（すべて国重文）11基もの石塔があります。寺の周辺に散在していたものを170 4年にこ
こに集められました。

〒
7
9
4

-

0
0
8
3

愛
媛
県
今
治
市
宅
間
甲
8
5
4

-

1 

電
話
0
8
9
8

-

2
3

-

3
9
3
3

営
業
時
間
1 0
時
〜
1 8
時

定
休
日
　
月
曜
日

w
w
w
.k
o
n
te
x
.jp

ヌ

ー

ヴ

ェ

ル

テ

ロ

ワ

ー

ル

地
元
の
新
鮮
な
食

材
を
生
産
者
か
ら

直
接
仕
入
れ
て
い

ま
す
。素
材
そ
の
も

の
の
お
い
し
さ
を

し
み
じ
み
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る

自
然
派
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
す
。し
か
も

価
格
は
と
て
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

す
。ス
イ
ー
ツ
の
お

い
し
さ
に
も
定
評

が
あ
り
ま
す
。

〒 7 9 4 - 0 8 4 0 　
愛媛県今治市中寺 2 7 9 - 1
電話 0 8 9 8 - 3 3 - 3 1 3 1
F A X 0 8 9 8 - 3 1 - 3 1 1 7
営業時間　 9時～ 1 9 時  
w w w . s a i s a i k i t e y a . c o m

〒 7 9 9 - 1 5 1 4 　
愛媛県今治市町谷 1 9 7 - 3  
電話 0 8 9 8 - 4 7 - 4 5 0 0
営業時間　ランチ 1 1 時～ 1 5 時半
　　　　　ディナー 1 7 時半～ 2 2 時
定休日　水曜日
ww w . n o u v e l - t e r r o i r

レ
ン
ガ
造
り
の
タ
オ
ル
工
場
を
改
装

し
て
作
ら
れ
た
タ
オ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と

日
本
茶
カ
フ
ェ
で
す
。
タ
オ
ル
会
社
の

コ
ン
テ
ッ
ク
ス
直
営
の
お
店
で
、
高
級

な
今
治
タ
オ
ル
が
並
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
セ
レ
ク
ト
に
よ
る
雑
貨
や

衣
料
も
販
売
さ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と

ス
テ
キ
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
は
、
お
茶
の
香
り

が
漂
う
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。
様
々
な

種
類
の
日
本
茶
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

お
茶
が
は
い
る
ま
で
の
待
ち
時
間
も

な
ぜ
か
心
地
い
い
。
コ
ー
ヒ
ー
は
味
わ

い
深
く
香
り
も
よ
い
。
季
節
の
自
家
製

ス
イ
ー
ツ
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

コ

ン

テ

ッ

ク

ス

　

タ

オ

ル

ガ

ー

デ

ン

地
元
の
農
家
が
持
ち
込
ん
だ
野
菜
や

果
物
、
地
物
の
魚
や
お
肉
が
店
内

い
っ
ぱ
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。

ど
れ
も
新
鮮
で
安
く
、
夕
方
に
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

人
気
で
す
。

さ

い

さ

い

き

て

屋

野
間
馬

ハ
イ
ラ
ン
ド

日
本
一
小
さ
な
在
来
馬
の
「
野

間
馬
」
に
会
え
る
公
園
で
す
。
お

と
な
し
く
て
か
わ
い
い
野
間
馬

は
子
ど
も
に
大
人
気
！
乗
馬
も

可
能
で
す
。
園
内
に
は
モ
ル

モ
ッ
ト
な
ど
の
小
動
物
と
ふ
れ

あ
え
る
広
場
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
森

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

し
ま
な
み
海
道
の
起
点
、
今
治

I C
の
す
ぐ
近
く
の
花
の
公
園
で

す
。
今
治
市
制
5 0
周
年
を
記
念

し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
広
大

な
敷
地
に
四
季
の
花
々
が
咲

き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
も
人
気
で
す
。
園
内
に

は
、
親
水
池
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

〒 7 9 4 - 0 0 8 2 　愛媛県今治市野間甲 8
電話 0 8 9 8 - 3 2 - 8 1 5 5
休園日　火曜日　年末年始
ww w . i m a b a r i - n o m a u m a . j p

〒 7 9 4 - 0 0 7 2
愛媛県今治市山路 6 6 2 - 1
お問い合わせ　
今治市公園緑地課　電話 0 8 9 8 - 3 6 - 1 5 6 3

3 2 1

45

1 8 1 7



1

3

2

4

鈍
川
か
ら
木
地
川
沿
い
に
遡
っ
て
い
く
と
様
々
に
変
化
す
る
渓
谷
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
春
の
花
々
・
初
夏
の
新
緑
・
夏
の
涼
・
秋
の
紅
葉
・
冬
の
雪
と

四
季
お
り
お
り
の
美
し
さ
も
魅
力
で
す
。

途
中
に
は
楢
原
山
へ
の
登
山
道
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

楢
原
山
は
、
玉
川
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
、
頂
上
に
は
奈
良
原
神
社
が
あ
り
、
か

つ
て
は
牛
馬
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
参

拝
者
が
あ
り
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
や
が
て
農
耕
の
牛
馬
が
使
わ

れ
な
く
な
る
と
と
も
に
参
拝
者
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
頂
上
付
近
に
は
多
く

の
巨
木
が
あ
り
、
特
に
子
持
ち
杉
は
樹
齢
4
0
0
年
（
現
在
2
代
目
、
樹
齢

1
0
0
0
年
と
言
わ
れ
た
初
代
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
）
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

昭
和
9
年
山
頂
か
ら
経
塚
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
2
つ
の
瓶
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
は
銅
宝
塔
・
経
筒
・
鏡
・
銅
鈴
・
短
刀
な
ど
数
多
く
の
出
土
品
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

道
後
温
泉
、
本
谷
温
泉
と
と

も
に
伊
予
の
三
湯
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ド
ン
の
含
有
量
が
多
く
、

肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
こ

と
か
ら
美
人
の
湯
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
湧
出
は
平
安
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
は
今
治

藩
の
湯
治
場
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
。

現
在
は
5
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
猪
豚
料
理
や
、
瀬
戸
内

の
魚
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

玉
川
町

鈍
川
渓
谷
〜
楢
原
山

鈍
川
温
泉

玉
川
に
は

た
く
さ
ん
の
見
所
が

あ
り
ま
す
よ
！

銅
宝
塔
は
国
宝
に

指
定
さ
れ
、
現
在
は
玉
川
近
代
美
術
館
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
と
秋
の
年
2
回
公
開
さ
れ
ま
す
。

門岡養魚場

１、楢原山の 2代目子持ち杉
２、鈍川の紅葉
３、玉川町内から見た楢原山
４、鈍川渓谷にかかる逆アーチ橋の「湯の花橋」

美
賀
登

お
風
呂
は
階
下
に
あ
り
間
近
に
木
地
川

の
流
れ
、
自
然
を
眺
め
な
が
ら
入
浴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
の
ぶ
た
鍋
、

猪
鍋
。
川
魚
、
瀬
戸
内
の
魚
介
の
お
料

理
が
自
慢
で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
庚
7
7
3-

1

電
話 

0
8
9
8-

5
5-

2
3
6
0 

w
w
w
2
.o
c
n
.n
e
.jp
/~
m
ik
a
d
o
/

門
田
旅
館

山
間
の
静
か
な
宿
と
い
う
雰
囲
気
で

じ
っ
く
り
と
湯
治
す
る
に
は
最
適
の
宿

で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
庚
7
7
2-

5

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
0
5
7 

カ
ド
ヤ
別
荘

高
台
に
位
置
し
温
泉
全
体
を
展
望
で
き

ま
す
。
天
然
の
岩
盤
を
利
用
し
た
岩
風

呂
や
貸
切
風
呂
も
あ
り
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
8
0

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
3
1
0 

w
w
w
3
.o
cn
.n
e
.jp
/~
ka
d
o
y
a
b
s/

皆
楽
荘

最
も
上
流
に
位
置
す
る
旅
館
で
す
。
大

浴
場
の
大
き
な
窓
か
ら
は
渓
谷
を
見
下

ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
8
3

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
3
5
0 

w
w
w
.nibukaw

aonsen-kairakusou.jp/

鈍
川
温
泉
ホ
テ
ル

渓
流
を
眺
め
な
が
ら
の
露
天
風
呂
、
岩

風
呂
、
家
族
風
呂
な
ど
多
彩
な
お
風
呂

を
楽
し
め
ま
す
。
日
帰
り
入
浴
可
能
。

瀬
戸
内
の
魚
、
猪
豚
、
雉
鍋
な
ど
お
料

理
も
人
気
で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川

　

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
2
8
0 

w
w
w
.n
ib
u
k
a
w
a
.c
o
m

鈍
川
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館

鈍
川
温
泉
の
手
前
に
あ
る
公
共
の
温
泉

施
設
で
す
。
宿
泊
施
設
は
な
い
け
れ
ど

気
軽
に
入
浴
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
人
気

で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
1
8-

1

電
話
0
8
9
8-

5
5-

4
4
7
7

休
館
日

　毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日

　

12
月
31
日
・
1
月
1
日

薫
林
庵

鈍
川
温
泉
入
り
口
の
バ
ス
停

の
奥
に
あ
る
隠
れ
た
焼
き
も

の
中
心
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。

中
に
入
る
と
ま
る
で
別
世
界
、

心
落
ち
着
く
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
作
家
の
逸
品
が
驚

く
ほ
ど
の
安
価
で
販
売
さ
れ

て
い
て
月
に
一
度
は
ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
た
作
家
の
展
示
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
7
0

電
話
0
8
9
8-

5
5-

4
5
5
5

定
休
日

　月
曜
・
火
曜
・
水
曜

営
業
時
間

　11
時
〜
17
時

鈍川温泉入り口に観音湯という温
泉スタンドがあります。
1 0 0 ℓ 1 0 0 円 で 誰でも温泉水を購
入できます。

鈍川
発電

所取
水堰

水源の森

森林館

鈍川温泉から約 2 k m 、
地 元 の 間伐材で作られ
た休憩所です。

治山、治水のための森
作 り が 行 わ れ 、 平 成 7
年 に 水 源 の 森 1 0 0 選 に
指定されました。 現在も稼動している水

力の鈍川発電所の取水
堰がここにあります。

ニジマスやアマゴを養
殖していて、釣堀もあ
ります。

み

か

ど

2 0 1 9



1

3

2

4

鈍
川
か
ら
木
地
川
沿
い
に
遡
っ
て
い
く
と
様
々
に
変
化
す
る
渓
谷
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
春
の
花
々
・
初
夏
の
新
緑
・
夏
の
涼
・
秋
の
紅
葉
・
冬
の
雪
と

四
季
お
り
お
り
の
美
し
さ
も
魅
力
で
す
。

途
中
に
は
楢
原
山
へ
の
登
山
道
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

楢
原
山
は
、
玉
川
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
、
頂
上
に
は
奈
良
原
神
社
が
あ
り
、
か

つ
て
は
牛
馬
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
参

拝
者
が
あ
り
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
や
が
て
農
耕
の
牛
馬
が
使
わ

れ
な
く
な
る
と
と
も
に
参
拝
者
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
頂
上
付
近
に
は
多
く

の
巨
木
が
あ
り
、
特
に
子
持
ち
杉
は
樹
齢
4
0
0
年
（
現
在
2
代
目
、
樹
齢

1
0
0
0
年
と
言
わ
れ
た
初
代
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
）
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

昭
和
9
年
山
頂
か
ら
経
塚
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
2
つ
の
瓶
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
は
銅
宝
塔
・
経
筒
・
鏡
・
銅
鈴
・
短
刀
な
ど
数
多
く
の
出
土
品
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

道
後
温
泉
、
本
谷
温
泉
と
と

も
に
伊
予
の
三
湯
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ド
ン
の
含
有
量
が
多
く
、

肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
こ

と
か
ら
美
人
の
湯
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
湧
出
は
平
安
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
は
今
治

藩
の
湯
治
場
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
。

現
在
は
5
軒
の
旅
館
が
あ

り
、
猪
豚
料
理
や
、
瀬
戸
内

の
魚
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

玉
川
町

鈍
川
渓
谷
〜
楢
原
山

鈍
川
温
泉

玉
川
に
は

た
く
さ
ん
の
見
所
が

あ
り
ま
す
よ
！

銅
宝
塔
は
国
宝
に

指
定
さ
れ
、
現
在
は
玉
川
近
代
美
術
館
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
と
秋
の
年
2
回
公
開
さ
れ
ま
す
。

門岡養魚場

１、楢原山の 2代目子持ち杉
２、鈍川の紅葉
３、玉川町内から見た楢原山
４、鈍川渓谷にかかる逆アーチ橋の「湯の花橋」

美
賀
登

お
風
呂
は
階
下
に
あ
り
間
近
に
木
地
川

の
流
れ
、
自
然
を
眺
め
な
が
ら
入
浴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
の
ぶ
た
鍋
、

猪
鍋
。
川
魚
、
瀬
戸
内
の
魚
介
の
お
料

理
が
自
慢
で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
庚
7
7
3-

1

電
話 

0
8
9
8-

5
5-

2
3
6
0 

w
w
w
2
.o
c
n
.n
e
.jp
/~
m
ik
a
d
o
/

門
田
旅
館

山
間
の
静
か
な
宿
と
い
う
雰
囲
気
で

じ
っ
く
り
と
湯
治
す
る
に
は
最
適
の
宿

で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
庚
7
7
2-

5

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
0
5
7 

カ
ド
ヤ
別
荘

高
台
に
位
置
し
温
泉
全
体
を
展
望
で
き

ま
す
。
天
然
の
岩
盤
を
利
用
し
た
岩
風

呂
や
貸
切
風
呂
も
あ
り
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
8
0

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
3
1
0 

w
w
w
3
.o
cn
.n
e
.jp
/~
ka
d
o
y
a
b
s/

皆
楽
荘

最
も
上
流
に
位
置
す
る
旅
館
で
す
。
大

浴
場
の
大
き
な
窓
か
ら
は
渓
谷
を
見
下

ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
8
3

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
3
5
0 

w
w
w
.nibukaw

aonsen-kairakusou.jp/
鈍
川
温
泉
ホ
テ
ル

渓
流
を
眺
め
な
が
ら
の
露
天
風
呂
、
岩

風
呂
、
家
族
風
呂
な
ど
多
彩
な
お
風
呂

を
楽
し
め
ま
す
。
日
帰
り
入
浴
可
能
。

瀬
戸
内
の
魚
、
猪
豚
、
雉
鍋
な
ど
お
料

理
も
人
気
で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川

　

電
話
0
8
9
8-

5
5-

2
2
8
0 

w
w
w
.n
ib
u
k
a
w
a
.c
o
m

鈍
川
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館

鈍
川
温
泉
の
手
前
に
あ
る
公
共
の
温
泉

施
設
で
す
。
宿
泊
施
設
は
な
い
け
れ
ど

気
軽
に
入
浴
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
人
気

で
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
1
8-

1

電
話
0
8
9
8-

5
5-

4
4
7
7

休
館
日

　毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日

　

12
月
31
日
・
1
月
1
日

薫
林
庵

鈍
川
温
泉
入
り
口
の
バ
ス
停

の
奥
に
あ
る
隠
れ
た
焼
き
も

の
中
心
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。

中
に
入
る
と
ま
る
で
別
世
界
、

心
落
ち
着
く
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
作
家
の
逸
品
が
驚

く
ほ
ど
の
安
価
で
販
売
さ
れ

て
い
て
月
に
一
度
は
ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
た
作
家
の
展
示
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〒
7
9
4-

0
1
2
1

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
甲
2
7
0

電
話
0
8
9
8-

5
5-

4
5
5
5

定
休
日

　月
曜
・
火
曜
・
水
曜

営
業
時
間

　11
時
〜
17
時

鈍川温泉入り口に観音湯という温
泉スタンドがあります。
1 0 0 ℓ 1 0 0 円 で 誰でも温泉水を購
入できます。

鈍川
発電

所取
水堰

水源の森

森林館

鈍川温泉から約 2 k m 、
地 元 の 間伐材で作られ
た休憩所です。

治山、治水のための森
作 り が 行 わ れ 、 平 成 7
年 に 水 源 の 森 1 0 0 選 に
指定されました。 現在も稼動している水

力の鈍川発電所の取水
堰がここにあります。

ニジマスやアマゴを養
殖していて、釣堀もあ
ります。

み

か

ど

2 0 1 9



山頂にある宝篋印塔
は鎌倉時代後期のも
のとされています。

年に一度見るこ
とができる釈迦
如来像

豊
か
な
自
然
と
里
山

楢
原
山
、
東
三
方
ヶ
森
と
い
う
高
縄
半
島
の
深
い

山
々
か
ら
発
せ
ら
れ
た
水
の
流
れ
は
、
鈍
川
の
木
地

川
、
龍
岡
の
蒼
社
川
と
い
う
二
つ
の
谷
を
作
り
、
美
し

い
渓
谷
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
蒼
社
川
は
豊
か
な
自

然
を
育
む
反
面
、
水
害
や
時
に
干
ば
つ
を
も
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
今
治
の
水
瓶
の
役
割
を
担

う
玉
川
ダ
ム
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

川
は
肥
え
た
土
を
運
び
、
豊
か
な
土
地
を
作
り
出
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
稲
作
が
発
展
し
ま
し
た
。
中
流
で
は
、

河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
神
社
は
、

農
業
と
密
接
に
か
か
わ
り
、
季
節
ご
と
の
お
祭
り
は
、

豊
作
祈
願
や
お
礼
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

玉
川
は
各
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
四
季
お
り
お

り
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
散
策
す
る
と
様
々

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

鈍
川
の
日
ノ
浦
地
域
は
美
し
い
田
園
が
広
が
り
ま
す
。

玉
川
に
は
多
く
の
竹
林
が
あ
り
、

各
地
で
竹
炭
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

鍋
地
と
桂
地
域
の
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
形
の
山

の
山
頂
付
近
に
お
釈
迦
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
栴
檀
の
木
で
で
き
た
釈
迦
如
来
像
が
安

置
さ
れ
て
い
て
、
4
月
8
日
の
花
祭
り
の
日
に

ご
開
帳
さ
れ
ま
す
。
そ
の
日
は
地
元
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
ご
接
待
が
あ
り
ま
す
。

桂
の
お
釈
迦
さ
ん

藤
田
嗣
治
か
ら
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま
で
国
内
外
の
作
家

の
作
品
3
8
0
点
余
り
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

静
か
で
落
ち
着
く
美
術
館
で
す
。

春
と
秋
の
2
回
「
国
宝
奈
良
原
山

経
塚
出
土
品
」
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

玉
川
近
代
美
術
館

江
戸
時
代
が
終
わ
り
職
を
失
っ
た
武
士
達
に
よ
っ
て
こ

の
地
方
一
帯
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
な
評
判

を
得
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
こ
の
武
田
屋
さ
ん
だ
け
で

製
造
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
糖
の
風
味
と
硬
く
な
ら

な
い
生
地
が
大
人
気
の
お
饅
頭
で
す
。

武

田

屋

　

八

幡

饅

頭

手
造
り
の
味
わ
い
を
持
っ
た
マ
フ
ラ
ー

や
シ
ョ
ー
ル
は
大
正
・
昭
和
の
時
代
に

作
ら
れ
た
織
機
を
復
元
・
改
造
し
た
も

の
で
、
ス
ロ
ー
に
織
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
玉
川
の
豊
な
自
然
の
中
で
こ
そ
生

ま
れ
る
モ
ノ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

工

房

織

座

石
臼
で
挽
い
た
蕎
麦
粉
を
、
お
店
で
打
ち
そ
の
日
の
打
ち
た
て
の
蕎
麦

を
素
早
く
茹
で
上
げ
ま
す
。本
当
の
蕎
麦
の
お
い
し
さ
を
味
わ
う
に
は

ま
ず
せ
い
ろ
蕎
麦
。定
食
や
、コ
ー
ス
料
理
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

あ

庵

〒 7 9 4 - 0 1 0 9
愛 媛県今治市玉川町長谷
甲 1 0 6 0 - 1
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 4 3 5 0
営業時間　9時～17時30分
定休日　水曜日

〒 7 9 4 - 0 1 1 2
愛 媛県今治市玉川町小鴨
部甲 1 4 4 - 4
電話 0 8 9 8 - 3 6 - 8 0 8 0
営業時間　 1 1 時～ 2 2 時
定休日　水曜日

有
機
玄
米
、
全
粒
穀
物
、
豆
、
野
菜
、
海
藻
を
使
っ
た
季
節
の
お
料
理

が
出
さ
れ
ま
す
。

本
当
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
カ
フ
ェ
。

カ

フ

ェ

・

マ

グ

ノ

リ

ア

大
変
歴
史
の
古
い
お
寺

で
、
中
世
の
仏
画
や
、

各
時
代
の
地
元
の
領
主

の
書
状
を
多
く
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
空
海
が
楢

原
山
で
修
行
し
た
際
に

こ
の
お
寺
に
密
教
を
伝

授
し
、
真
言
宗
の
お
寺

と
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

光
林
寺

落
合
橋
は
、
長
谷
地
区
と
鬼

原
地
区
を
結
ぶ
生
活
橋
で
し

た
が
、
現
在
は
通
行
量
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
1 2
年
に
竣
工
し
た
美
し

い
開
腹
ア
ー
チ
橋
で
す
。

かつて玉川町の千疋峠には多くのヤマザクラがあり、その美しさは吉野にも匹敵すると言われていましたが、今はもうほとんど残っていません。
現在は、玉川ダムや、蒼社川、嵯峨子城址の桜がみどころとなっています。

１、玉川ダム周辺のソメイヨシノ
２、嵯峨子城址のシダレザクラ

〒 7 9 4 - 0 1 1 6
愛媛県今治市玉川町畑寺甲530　
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 2 4 3 8

絹本著色稚児
大師像
（鎌倉時代）

〒 7 9 4 - 0 1 0 2
愛媛県今治市玉川町大野甲 8 6 - 4
電話・ F A X 0 8 9 8 - 5 5 - 2 7 3 8
開館時間　 9時～ 1 7 時
休館日　毎週月曜日
観覧料　一般 5 0 0 円

〒 7 9 4 - 0 1 1 7
愛媛県今治市玉川町鬼原甲 5 5
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 2 5 6 4  
F A X 0 8 9 8 - 5 5 - 2 5 8 4  
営業時間　 9時半～ 1 6 時
定休日　不定休（平日は営業）
ww w . o r i z a . j p /

〒
7
9
4

-

0
1
1
4

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
八
幡
3
1
9

-

2 

電
話
0
8
9
8

-

5
5

-

3
4
0
3

　F
A
X
0
8
9
8

-

5
5

-

4
5
1
2  

営
業
時
間

　8
時
〜
19
時

　年
中
無
休 

釈 迦堂近くのお不動さん

境
内
に
２
基
あ
る
宝
篋
印
塔

の
中
の
一
つ
（
鎌
倉
時
代
）

122
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山頂にある宝篋印塔
は鎌倉時代後期のも
のとされています。

年に一度見るこ
とができる釈迦
如来像

豊
か
な
自
然
と
里
山

楢
原
山
、
東
三
方
ヶ
森
と
い
う
高
縄
半
島
の
深
い

山
々
か
ら
発
せ
ら
れ
た
水
の
流
れ
は
、
鈍
川
の
木
地

川
、
龍
岡
の
蒼
社
川
と
い
う
二
つ
の
谷
を
作
り
、
美
し

い
渓
谷
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
蒼
社
川
は
豊
か
な
自

然
を
育
む
反
面
、
水
害
や
時
に
干
ば
つ
を
も
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
今
治
の
水
瓶
の
役
割
を
担

う
玉
川
ダ
ム
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

川
は
肥
え
た
土
を
運
び
、
豊
か
な
土
地
を
作
り
出
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
稲
作
が
発
展
し
ま
し
た
。
中
流
で
は
、

河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
神
社
は
、

農
業
と
密
接
に
か
か
わ
り
、
季
節
ご
と
の
お
祭
り
は
、

豊
作
祈
願
や
お
礼
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

玉
川
は
各
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、
四
季
お
り
お

り
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
散
策
す
る
と
様
々

な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

鈍
川
の
日
ノ
浦
地
域
は
美
し
い
田
園
が
広
が
り
ま
す
。

玉
川
に
は
多
く
の
竹
林
が
あ
り
、

各
地
で
竹
炭
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

鍋
地
と
桂
地
域
の
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
形
の
山

の
山
頂
付
近
に
お
釈
迦
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
栴
檀
の
木
で
で
き
た
釈
迦
如
来
像
が
安

置
さ
れ
て
い
て
、
4
月
8
日
の
花
祭
り
の
日
に

ご
開
帳
さ
れ
ま
す
。
そ
の
日
は
地
元
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
ご
接
待
が
あ
り
ま
す
。

桂
の
お
釈
迦
さ
ん

藤
田
嗣
治
か
ら
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
ま
で
国
内
外
の
作
家

の
作
品
3
8
0
点
余
り
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

静
か
で
落
ち
着
く
美
術
館
で
す
。

春
と
秋
の
2
回
「
国
宝
奈
良
原
山

経
塚
出
土
品
」
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

玉
川
近
代
美
術
館

江
戸
時
代
が
終
わ
り
職
を
失
っ
た
武
士
達
に
よ
っ
て
こ

の
地
方
一
帯
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
な
評
判

を
得
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
こ
の
武
田
屋
さ
ん
だ
け
で

製
造
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
糖
の
風
味
と
硬
く
な
ら

な
い
生
地
が
大
人
気
の
お
饅
頭
で
す
。

武

田

屋

　

八

幡

饅

頭

手
造
り
の
味
わ
い
を
持
っ
た
マ
フ
ラ
ー

や
シ
ョ
ー
ル
は
大
正
・
昭
和
の
時
代
に

作
ら
れ
た
織
機
を
復
元
・
改
造
し
た
も

の
で
、
ス
ロ
ー
に
織
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
玉
川
の
豊
な
自
然
の
中
で
こ
そ
生

ま
れ
る
モ
ノ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

工

房

織

座

石
臼
で
挽
い
た
蕎
麦
粉
を
、
お
店
で
打
ち
そ
の
日
の
打
ち
た
て
の
蕎
麦

を
素
早
く
茹
で
上
げ
ま
す
。本
当
の
蕎
麦
の
お
い
し
さ
を
味
わ
う
に
は

ま
ず
せ
い
ろ
蕎
麦
。定
食
や
、コ
ー
ス
料
理
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

あ

庵

〒 7 9 4 - 0 1 0 9
愛 媛県今治市玉川町長谷
甲 1 0 6 0 - 1
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 4 3 5 0
営業時間　9時～17時30分
定休日　水曜日

〒 7 9 4 - 0 1 1 2
愛 媛県今治市玉川町小鴨
部甲 1 4 4 - 4
電話 0 8 9 8 - 3 6 - 8 0 8 0
営業時間　 1 1 時～ 2 2 時
定休日　水曜日

有
機
玄
米
、
全
粒
穀
物
、
豆
、
野
菜
、
海
藻
を
使
っ
た
季
節
の
お
料
理

が
出
さ
れ
ま
す
。

本
当
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
カ
フ
ェ
。

カ

フ

ェ

・

マ

グ

ノ

リ

ア

大
変
歴
史
の
古
い
お
寺

で
、
中
世
の
仏
画
や
、

各
時
代
の
地
元
の
領
主

の
書
状
を
多
く
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
空
海
が
楢

原
山
で
修
行
し
た
際
に

こ
の
お
寺
に
密
教
を
伝

授
し
、
真
言
宗
の
お
寺

と
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

光
林
寺

落
合
橋
は
、
長
谷
地
区
と
鬼

原
地
区
を
結
ぶ
生
活
橋
で
し

た
が
、
現
在
は
通
行
量
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
1 2
年
に
竣
工
し
た
美
し

い
開
腹
ア
ー
チ
橋
で
す
。

かつて玉川町の千疋峠には多くのヤマザクラがあり、その美しさは吉野にも匹敵すると言われていましたが、今はもうほとんど残っていません。
現在は、玉川ダムや、蒼社川、嵯峨子城址の桜がみどころとなっています。

１、玉川ダム周辺のソメイヨシノ
２、嵯峨子城址のシダレザクラ

〒 7 9 4 - 0 1 1 6
愛媛県今治市玉川町畑寺甲530　
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 2 4 3 8

絹本著色稚児
大師像
（鎌倉時代）

〒 7 9 4 - 0 1 0 2
愛媛県今治市玉川町大野甲 8 6 - 4
電話・ F A X 0 8 9 8 - 5 5 - 2 7 3 8
開館時間　 9時～ 1 7 時
休館日　毎週月曜日
観覧料　一般 5 0 0 円

〒 7 9 4 - 0 1 1 7
愛媛県今治市玉川町鬼原甲 5 5
電話 0 8 9 8 - 5 5 - 2 5 6 4  
F A X 0 8 9 8 - 5 5 - 2 5 8 4  
営業時間　 9時半～ 1 6 時
定休日　不定休（平日は営業）
ww w . o r i z a . j p /

〒
7
9
4

-

0
1
1
4

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
八
幡
3
1
9

-

2 

電
話
0
8
9
8

-

5
5

-

3
4
0
3

　F
A
X
0
8
9
8

-

5
5

-

4
5
1
2  

営
業
時
間

　8
時
〜
19
時

　年
中
無
休 

釈 迦堂近くのお不動さん

境
内
に
２
基
あ
る
宝
篋
印
塔

の
中
の
一
つ
（
鎌
倉
時
代
）

122
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朝
倉
緑
の
ふ
る
さ
と
公
園

朝
倉
ふ
る
さ
と
美
術
古
墳
館

様
々
な
遊
具
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
な
ど
の
施
設
が
あ
る
公
園
で

す
。
全
国
の
県
木
の
森
も
あ
り

四
季
お
り
お
り
の
花
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
墳
館
で
は
朝
倉
で
発
掘
さ
れ

た
出
土
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

朝
倉
ダ
ム
湖
畔

緑
水
公
園

朝
倉
ダ
ム
は
、
朝
倉
及
び
今
治

市
南
部
の
農
業
用
水
を
供
給
す

る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
下
の
公
園
は
自
由
に
憩
え

る
水
辺
空
間
で
す
。
キ
ャ
ン
プ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
施
設
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

朝
倉
の
古
墳

朝
倉
で
は
多
く
の
古
墳
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
野
々
瀬
古
墳
群
は
20
基
余
り
の
古
墳
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
の
中
で
も
七
間
塚
古
墳
は
直
径
が
20
m
ほ
ど
あ
り
、

県
内
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
多
伎
神
社
古
墳
群
、
樹
之
本
古
墳
、
斉
明
天
皇
陵
な
ど

数
多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
美
術
古
墳
館
で
は
そ

れ
ら
の
出
土
品
の
一
部
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
史
跡
古

墳
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
持
っ

て
史
跡
め
ぐ
り
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
治
の
市
街
地
か
ら
、
朝
倉
へ
入
り
、
幹
線
道
路
を

は
ず
れ
る
と
そ
の
長
閑
さ
に
心
癒
さ
れ
ま
す
。
ゆ
る

や
か
な
里
山
を
見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
懐
か
し
く

感
じ
る
は
ず
で
す
。
日
本
人
の
D
N
A
の
中
に
は
、

こ
ん
な
風
景
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

各
神
社
の
お
祭
り
、
年
中
行
事
は
米
作
り
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
神
社
で

は
、
今
も
春
の
お
祭
り
を
は
じ
め
節
目
節
目
で
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
倉
は
お
い
し
い
お
米
が
穫

れ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

朝

　倉

朝
倉
中
学
校
の
前
の

村
民
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る

「
八
ヶ
所
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
楠
。

根
回
り
約
1 0
ｍ
、
樹
齢
約
8
0
0
年
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
源
平
合
戦
時
代
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
大
楠
で
す
。

笠
松
山

標
高
3
2
8
m
。
朝
倉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
。
ハ
イ

キ
ン
グ
道
も
整
備
さ
れ
て
い
て
頂
上
か
ら
の
眺
望

は
す
ば
ら
し
く
3
6
0
度
見
渡
せ
ま
す
。
隣
の
世
田

山
と
と
も
に
平
安
時
代
、
南
北
朝
時
代
、
室
町
後
期

の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
重
要
な
拠
点
で
し
た
。

2
0
0
8
年
に
山
火
事
が
あ
り
、
樹
木
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、植
樹
に
よ
り
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
ま
す
。

標高 4 3 9m。戦国時代の山城跡。

河野氏につぎ、武田氏が居城していましたが、

小早川隆景により落城しました。

龍
門
山

　無
量
寺

霊
仙
山
金
寿
院

　満
願
寺

龍 門 山白
鳳
年
間
（
6
0
0
年
代
後
半
）
斉
明
天
皇
の
お
供
の
無
量
上
人
に
よ
っ

て
開
創
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
聖
徳

太
子
一
刀
三
礼
の
御
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
大
変
古
い
歴
史
の
あ
る
お

寺
で
す
。
天
正
1 0
年
（
1
5
8
2
）
龍
門
山
城
主
武
田
信
勝
公
が
討
ち
死

に
し
た
時
、
そ
の
子
富
若
丸
を
潜
伏
さ
せ
、
1 0
年
間
養
育
し
庄
屋
職
に
就

か
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
代
々
の
庄
屋
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
「
無
量
寺

文
書
」
ま
た
は
「
武
田
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
樹
齢
約

1
0
0
年
の
し
だ
れ
桜
が
あ
り
、
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
も
少
し
早
く
彼
岸
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め
ま
す
。

天
平
6
年
（
7
3
4
）
唐
で
仏
教
を
学
ん
だ
道
慈
律
師
の
開

創
に
よ
る
古
刹
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
密
教
の
霊
場
と
し

て
大
変
栄
え
、
そ
の
後
も
多
く
の
支
配
層
の
信
仰
を
得
て
い

ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
河
野
1 8
将
の
1
人
で
あ
る
中
川
山

城
守
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
正
1 3
年
（
1
5
8
5
）
豊

臣
秀
吉
の
軍
に
よ
っ
て
落
城
し
、
本
陣
で
あ
る
満
願
寺
は
戦

火
に
よ
り
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
建
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
相
次
ぐ
戦
禍
や
悪
疫
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

厄
除
け
の
た
め
の
守
護
神
と
し
て
金
毘
羅
大
権
現
を
勧
請

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
か
ら
免
れ

ま
し
た
。
今
も
金
毘
羅
さ
ん
と
言
わ
れ
親
し
ま
れ
て
お
り
、

お
正
月
に
は
多
く
の
初
詣
客
が
訪
れ
ま
す
。

米
俵
の
形
を
し
た

朝
倉
銘
菓

「
朝
倉
物
語
」

お問い合わせ
今治市役所朝倉支所　産業建設課
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 5 0 0

お問い合わせ　
今治市役所朝倉支所　産業建設課
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 5 0 0

〒
7
9
9

-

1
6
0
7

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
甲
7
7
6

-

3

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

2
1
5
6

w
w
w
.m
u
ry
o
u
ji.c

o
m

〒
7
9
9

-

1
6
0
3

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
下
甲
1
4
5

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

2
0
5
7

斎藤別当実盛供養塔
7重層塔 2基と宝塔 1基があり、鎌倉時代
の作と断定されています。

朝倉ふるさと美術古墳館
〒 7 9 9 - 1 6 0 3
愛媛県今治市朝倉下甲 8 9 8
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 3 7 5 4
開館時間　 9時～ 1 7 時
休館日　月曜日・年末年始　
ww w . m u s e u m . c i t y .
i m a b a r i . e h i m e . j p /
a s a k u r a /

県内最大規模の七間塚古墳（野々瀬古墳群）

金毘羅本殿の天井絵

有限会社　笠松堂本舗
〒 7 9 9 - 1 6 0 4
愛媛県今治市朝倉北甲 3 0 5 - 4
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 0 0 9

2 4 2 3



朝
倉
緑
の
ふ
る
さ
と
公
園

朝
倉
ふ
る
さ
と
美
術
古
墳
館

様
々
な
遊
具
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
な
ど
の
施
設
が
あ
る
公
園
で

す
。
全
国
の
県
木
の
森
も
あ
り

四
季
お
り
お
り
の
花
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
墳
館
で
は
朝
倉
で
発
掘
さ
れ

た
出
土
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

朝
倉
ダ
ム
湖
畔

緑
水
公
園

朝
倉
ダ
ム
は
、
朝
倉
及
び
今
治

市
南
部
の
農
業
用
水
を
供
給
す

る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
下
の
公
園
は
自
由
に
憩
え

る
水
辺
空
間
で
す
。
キ
ャ
ン
プ

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
施
設
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

朝
倉
の
古
墳

朝
倉
で
は
多
く
の
古
墳
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
野
々
瀬
古
墳
群
は
20
基
余
り
の
古
墳
が
集
積
し
て
い

て
、
そ
の
中
で
も
七
間
塚
古
墳
は
直
径
が
20
m
ほ
ど
あ
り
、

県
内
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
多
伎
神
社
古
墳
群
、
樹
之
本
古
墳
、
斉
明
天
皇
陵
な
ど

数
多
く
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
美
術
古
墳
館
で
は
そ

れ
ら
の
出
土
品
の
一
部
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
史
跡
古

墳
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
持
っ

て
史
跡
め
ぐ
り
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
治
の
市
街
地
か
ら
、
朝
倉
へ
入
り
、
幹
線
道
路
を

は
ず
れ
る
と
そ
の
長
閑
さ
に
心
癒
さ
れ
ま
す
。
ゆ
る

や
か
な
里
山
を
見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
懐
か
し
く

感
じ
る
は
ず
で
す
。
日
本
人
の
D
N
A
の
中
に
は
、

こ
ん
な
風
景
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

各
神
社
の
お
祭
り
、
年
中
行
事
は
米
作
り
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
神
社
で

は
、
今
も
春
の
お
祭
り
を
は
じ
め
節
目
節
目
で
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
倉
は
お
い
し
い
お
米
が
穫

れ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

朝

　倉

朝
倉
中
学
校
の
前
の

村
民
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る

「
八
ヶ
所
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
楠
。

根
回
り
約
1 0
ｍ
、
樹
齢
約
8
0
0
年
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
源
平
合
戦
時
代
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
大
楠
で
す
。

笠
松
山

標
高
3
2
8
m
。
朝
倉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
。
ハ
イ

キ
ン
グ
道
も
整
備
さ
れ
て
い
て
頂
上
か
ら
の
眺
望

は
す
ば
ら
し
く
3
6
0
度
見
渡
せ
ま
す
。
隣
の
世
田

山
と
と
も
に
平
安
時
代
、
南
北
朝
時
代
、
室
町
後
期

の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
重
要
な
拠
点
で
し
た
。

2
0
0
8
年
に
山
火
事
が
あ
り
、
樹
木
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、植
樹
に
よ
り
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
ま
す
。

標高 4 3 9m。戦国時代の山城跡。

河野氏につぎ、武田氏が居城していましたが、

小早川隆景により落城しました。

龍
門
山

　無
量
寺

霊
仙
山
金
寿
院

　満
願
寺

龍 門 山白
鳳
年
間
（
6
0
0
年
代
後
半
）
斉
明
天
皇
の
お
供
の
無
量
上
人
に
よ
っ

て
開
創
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
聖
徳

太
子
一
刀
三
礼
の
御
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
大
変
古
い
歴
史
の
あ
る
お

寺
で
す
。
天
正
1 0
年
（
1
5
8
2
）
龍
門
山
城
主
武
田
信
勝
公
が
討
ち
死

に
し
た
時
、
そ
の
子
富
若
丸
を
潜
伏
さ
せ
、
1 0
年
間
養
育
し
庄
屋
職
に
就

か
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
代
々
の
庄
屋
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
「
無
量
寺

文
書
」
ま
た
は
「
武
田
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
樹
齢
約

1
0
0
年
の
し
だ
れ
桜
が
あ
り
、
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
も
少
し
早
く
彼
岸
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め
ま
す
。

天
平
6
年
（
7
3
4
）
唐
で
仏
教
を
学
ん
だ
道
慈
律
師
の
開

創
に
よ
る
古
刹
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
密
教
の
霊
場
と
し

て
大
変
栄
え
、
そ
の
後
も
多
く
の
支
配
層
の
信
仰
を
得
て
い

ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
河
野
1 8
将
の
1
人
で
あ
る
中
川
山

城
守
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
正
1 3
年
（
1
5
8
5
）
豊

臣
秀
吉
の
軍
に
よ
っ
て
落
城
し
、
本
陣
で
あ
る
満
願
寺
は
戦

火
に
よ
り
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
建
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
相
次
ぐ
戦
禍
や
悪
疫
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

厄
除
け
の
た
め
の
守
護
神
と
し
て
金
毘
羅
大
権
現
を
勧
請

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
か
ら
免
れ

ま
し
た
。
今
も
金
毘
羅
さ
ん
と
言
わ
れ
親
し
ま
れ
て
お
り
、

お
正
月
に
は
多
く
の
初
詣
客
が
訪
れ
ま
す
。

米
俵
の
形
を
し
た

朝
倉
銘
菓

「
朝
倉
物
語
」

お問い合わせ
今治市役所朝倉支所　産業建設課
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 5 0 0

お問い合わせ　
今治市役所朝倉支所　産業建設課
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 5 0 0

〒
7
9
9

-

1
6
0
7

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
甲
7
7
6

-

3

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

2
1
5
6

w
w
w
.m
u
ry
o
u
ji.c

o
m

〒
7
9
9

-

1
6
0
3

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
下
甲
1
4
5

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

2
0
5
7

斎藤別当実盛供養塔
7重層塔 2基と宝塔 1基があり、鎌倉時代
の作と断定されています。

朝倉ふるさと美術古墳館
〒 7 9 9 - 1 6 0 3
愛媛県今治市朝倉下甲 8 9 8
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 3 7 5 4
開館時間　 9時～ 1 7 時
休館日　月曜日・年末年始　
ww w . m u s e u m . c i t y .
i m a b a r i . e h i m e . j p /
a s a k u r a /

県内最大規模の七間塚古墳（野々瀬古墳群）

金毘羅本殿の天井絵

有限会社　笠松堂本舗
〒 7 9 9 - 1 6 0 4
愛媛県今治市朝倉北甲 3 0 5 - 4
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 2 0 0 9

2 4 2 3



タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　9
時
半
〜
1 8
時

　
　
　
　 

（
1 7
時
半
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム

　9
時
半
〜
1 0
時
4 5
分

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

　1 0
時
4 5
分
〜
1 4
時

〒 7 9 9 - 1 6 0 3
愛媛県今治市朝倉下甲 9 7 7 - 7
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 3 8 1 4
営業時間　昼 1 1 時半～ 1 4 時
　　　　　夜 1 8 時～ 2 2 時（21時ラストオーダー)
定休日　月曜日

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
カ
フ
ェ
。

洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
の
店
内
は
柔
ら
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。
3 0
種
類
余
り

あ
る
紅
茶
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
フ
ォ
シ
ョ
ン
社
の
も
の
を
使
用
。
人
気
の
ふ
わ
と
ろ
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
は
、

フ
ル
ー
ツ
か
ら
和
風
ま
で
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ
ン
チ
も
あ
り
、
ラ
ン
チ
は
飲
み
物
・

デ
ザ
ー
ト
付
き
。
焼
豚
玉
子
飯
は
と
ろ
と
ろ
オ
ム
ラ
イ
ス
風
で
大
人
気
で
す
。

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

カ

フ

ェ

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内
、ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
横
に
あ
る
中
国
料
理
の
お
店
で
す
。

リ
ッ
チ
な
気
分
で
ゆ
っ
く
り
中
国
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ラ
ン
チ
か
ら
本
格
コ
ー
ス
料
理
ま
で
シ
ー
ン
に
応
じ
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

本
格
北
京
ダ
ッ
ク
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
で
す
。

朝
倉
緑
の
ふ
る
さ
と
公
園
の
入
り
口
の
丸
い
建
物
（
ふ
る
さ
と
交
流

館
）の
中
に
あ
る
和
食
の
お
店
で
す
。と
に
か
く
安
く
て
お
い
し
い
！

昼
は
旬
の
膳
、
夜
は
美
食
の
膳
が
お
す
す
め
で
す
。
釜
飯
、
お
刺
身
、

揚
げ
物
、
煮
物
、
茶
碗
蒸
し
な
ど
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
魚
は

地
元
来
島
海
峡
の
魚
、
米
は
朝
倉
米
。
新
鮮
な
素
材
を
使
っ
て
い
ま

す
。
奥
に
は
座
敷
も
あ
り
宴
会
も
で
き
、
お
値
段
以
上
の
お
料
理
が

出
さ
れ
ま
す
。

新

創

作

中

国

料

理

　

王

府

井

コットンロードでは綿を使った
巨大アートを展示しています。

実際に
タオル

を織っ
ている

ところ
を見学

できま
す。

タオルを織る糸
を巻いたチーズ

巻き。

200色もありま
す。

美しいムー
ミンガーデ

ンでゆった
り

過ごすこと
ができます

。

アツコマタノタオルアートコレクションは

見ごたえがあります。

タ

オ

ル

美

術

館

I

C

H

I

H

I

R

O

今
治
市
か
ら
朝
倉
そ
し
て
西
条
市
へ
抜
け
る
広
域
農
道
を
走
っ

て
い
る
と
自
然
の
中
に
忽
然
と
現
れ
る
お
城
の
よ
う
な
建
物
。

こ
れ
が
タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
で
す
。
自
然
と
タ

オ
ル
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
た
癒
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
い
ま
す
。
2
万
坪
も
あ
る
敷
地
の
半
分
が
美
術
館
、
残
り

の
半
分
は
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
美
術
館
内

は
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
や
製
造
工
程
が
見
学

で
き
、
期
間
限
定
の
企
画
展
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
級
今
治
タ

オ
ル
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ
オ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
プ
や
、
瀬
戸
内
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ル

シ
ェ
、
バ
リ
ィ
さ
ん
ラ
ン
ド
も
あ
り
ま
す
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
は
ム
ー
ミ
ン
の

像
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

味

市

場

　

美

食

倶

楽

部

ム
ー
ミ
ン
の
世
界
展

を
開
催
し
て
ま
す
。

〒
7
9
9

-
1
6
0
7 

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
上
甲
2
9
3
0 

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

1
5
1
5 

開
館
時
間

　9
時
半
〜
1 8
時

　（
土
曜
日
・
祝
日
前
日
は
2 0
時
ま
で
）

定
休
日

　1
月
第
3
・
第
4
火
曜
日

w
w
w
.ic
h
ih
iro
.c
o
.jp
/a
rt

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　昼
1 1
時
〜
1 5
時
半
（
1 5
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

　夜
1 7
時
〜
2 1
時
（
2 0
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

タ
オ
ル
美
術
館
内
の
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
眺
め
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
様
々
な

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
、
ま
た
ラ
ン
チ
も
い
た
だ
け

ま
す
。
お
す
す
め
は
サ
ラ
ダ
・
飲
み
物
付
き
の
カ
レ
ー

セ
ッ
ト
。
ク
リ
ー
ミ
ー
で
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
で
す
。

ガ

ー

デ

ン

カ

フ

ェ

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　1 0
時
〜
1 7
時
半
（
1 7
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

2 6 2 5



タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　9
時
半
〜
1 8
時

　
　
　
　 

（
1 7
時
半
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

モ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム

　9
時
半
〜
1 0
時
4 5
分

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

　1 0
時
4 5
分
〜
1 4
時

〒 7 9 9 - 1 6 0 3
愛媛県今治市朝倉下甲 9 7 7 - 7
電話 0 8 9 8 - 5 6 - 3 8 1 4
営業時間　昼 1 1 時半～ 1 4 時
　　　　　夜 1 8 時～ 2 2 時（21時ラストオーダー)
定休日　月曜日

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
カ
フ
ェ
。

洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
の
店
内
は
柔
ら
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。
3 0
種
類
余
り

あ
る
紅
茶
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
フ
ォ
シ
ョ
ン
社
の
も
の
を
使
用
。
人
気
の
ふ
わ
と
ろ
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
は
、

フ
ル
ー
ツ
か
ら
和
風
ま
で
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ
ン
チ
も
あ
り
、
ラ
ン
チ
は
飲
み
物
・

デ
ザ
ー
ト
付
き
。
焼
豚
玉
子
飯
は
と
ろ
と
ろ
オ
ム
ラ
イ
ス
風
で
大
人
気
で
す
。

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

カ

フ

ェ

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内
、ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
横
に
あ
る
中
国
料
理
の
お
店
で
す
。

リ
ッ
チ
な
気
分
で
ゆ
っ
く
り
中
国
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ラ
ン
チ
か
ら
本
格
コ
ー
ス
料
理
ま
で
シ
ー
ン
に
応
じ
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

本
格
北
京
ダ
ッ
ク
が
食
べ
ら
れ
る
お
店
で
す
。

朝
倉
緑
の
ふ
る
さ
と
公
園
の
入
り
口
の
丸
い
建
物
（
ふ
る
さ
と
交
流

館
）の
中
に
あ
る
和
食
の
お
店
で
す
。と
に
か
く
安
く
て
お
い
し
い
！

昼
は
旬
の
膳
、
夜
は
美
食
の
膳
が
お
す
す
め
で
す
。
釜
飯
、
お
刺
身
、

揚
げ
物
、
煮
物
、
茶
碗
蒸
し
な
ど
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
魚
は

地
元
来
島
海
峡
の
魚
、
米
は
朝
倉
米
。
新
鮮
な
素
材
を
使
っ
て
い
ま

す
。
奥
に
は
座
敷
も
あ
り
宴
会
も
で
き
、
お
値
段
以
上
の
お
料
理
が

出
さ
れ
ま
す
。

新

創

作

中

国

料

理

　

王

府

井

コットンロードでは綿を使った
巨大アートを展示しています。

実際に
タオル

を織っ
ている

ところ
を見学

できま
す。

タオルを織る糸
を巻いたチーズ

巻き。

200色もありま
す。

美しいムー
ミンガーデ

ンでゆった
り

過ごすこと
ができます

。

アツコマタノタオルアートコレクションは

見ごたえがあります。

タ

オ

ル

美

術

館

I

C

H

I

H

I

R

O

今
治
市
か
ら
朝
倉
そ
し
て
西
条
市
へ
抜
け
る
広
域
農
道
を
走
っ

て
い
る
と
自
然
の
中
に
忽
然
と
現
れ
る
お
城
の
よ
う
な
建
物
。

こ
れ
が
タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
で
す
。
自
然
と
タ

オ
ル
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
た
癒
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
い
ま
す
。
2
万
坪
も
あ
る
敷
地
の
半
分
が
美
術
館
、
残
り

の
半
分
は
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
美
術
館
内

は
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
や
製
造
工
程
が
見
学

で
き
、
期
間
限
定
の
企
画
展
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
級
今
治
タ

オ
ル
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ
オ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
プ
や
、
瀬
戸
内
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ル

シ
ェ
、
バ
リ
ィ
さ
ん
ラ
ン
ド
も
あ
り
ま
す
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
は
ム
ー
ミ
ン
の

像
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

味

市

場

　

美

食

倶

楽

部

ム
ー
ミ
ン
の
世
界
展

を
開
催
し
て
ま
す
。

〒
7
9
9

-

1
6
0
7 

愛
媛
県
今
治
市
朝
倉
上
甲
2
9
3
0 

電
話
0
8
9
8

-

5
6

-

1
5
1
5 

開
館
時
間

　9
時
半
〜
1 8
時

　（
土
曜
日
・
祝
日
前
日
は
2 0
時
ま
で
）

定
休
日

　1
月
第
3
・
第
4
火
曜
日

w
w
w
.ic
h
ih
iro
.c
o
.jp
/a
rt

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　昼
1 1
時
〜
1 5
時
半
（
1 5
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

　夜
1 7
時
〜
2 1
時
（
2 0
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

タ
オ
ル
美
術
館
内
の
ム
ー
ミ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
眺
め
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
様
々
な

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
、
ま
た
ラ
ン
チ
も
い
た
だ
け

ま
す
。
お
す
す
め
は
サ
ラ
ダ
・
飲
み
物
付
き
の
カ
レ
ー

セ
ッ
ト
。
ク
リ
ー
ミ
ー
で
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
で
す
。

ガ

ー

デ

ン

カ

フ

ェ

タ
オ
ル
美
術
館
I
C
H
I
H
I
R
O
内

営
業
時
間

　1 0
時
〜
1 7
時
半
（
1 7
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

2 6 2 5



S

O

T

O

S

U

素
と
素
か
ら
s
o
t
o
s
u
に

な
っ
た
ら
し
い
で
す
。
オ
ー

ナ
ー
お
気
に
入
り
の
作
家
さ
ん

の
焼
き
物
や
ち
ょ
っ
と
い
い
感

じ
の
雑
貨
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
カ
フ
ェ
で
い
た
だ
く
コ
ー

ヒ
ー
は
徳
島
の
ア
ア
ル
ト
コ
ー

ヒ
ー
の
豆
を
使
っ
て
い
て
か
な

り
お
い
し
い
で
す
。
島
で
焼
か

れ
た
天
然
酵
母
ベ
ー
グ
ル
の

セ
ッ
ト
は
、
ベ
ー
グ
ル
が
な
く

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

〒
7
9
9

-

2
2
0
3

愛
媛
県
今
治
市
大
西
町
新
町
5
7
5

-

6

電
話
0
8
9
8

-

5
3

-

3
8
0
2

営
業
時
間
　
1 1
時
〜
1 8
時

定
休
日
　
月
曜
日
、
第
２
・
４
日
曜
日

戦
国
時
代
の
山
城
が
あ
っ
た
重
茂
山
か
ら
大
西
町
を
見
下

ろ
す
と
、
造
船
所
の
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
て
い
る
の
が
見

え
ま
す
。
大
西
町
は
造
船
を
中
心
に
し
て
栄
え
た
町
で
す
。

町
制
施
行
の
前
は
大
井
村
と
小
西
村
の
2
つ
の
村
で
そ
の

名
前
を
と
り
、
大
西
町
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
し
た
お
か
げ

で
広
く
長
い
海
岸
線
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
、

造
船
が
発
展
し
た
一
つ
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
美

し
い
海
岸
や
砂
浜
も
残
っ
て
い
る
た
め
映
画
の
ロ
ケ
な
ど

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

大
西
町

鴨
池
海
岸

大
変
美
し
い
海
岸
で
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
、

キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
ま
す
。
今
治
市
の
数
あ

る
海
岸
の
中
で
も
最
も
整
備
さ
れ
て
い
て
夏

場
は
多
く
の
海
水
浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
海
に
沈
む
夕
日
の
美
し
さ
は
感
動
モ

ノ
で
す
。

映
画
「
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い
」
の
ロ

ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

藤
山
健
康
文
化
公
園
レ
ン
ガ
造
り
の
水
道
橋
を
く
ぐ
る
と
広
い
芝
生
の
多
目
的

広
場
が
あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
供
の
広
場
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
も
あ
り
、
休

日
は
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
。

公
園
の
頂
上
標
高
8 0
ｍ
の
小
高
い
丘
に
は
妙
見
山
古
墳
群

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
妙
見
山
1
号
墳
は
全
長
5
5
・
2
m

も
あ
る
古
墳
時
代
初
期
の
貴
重
な
前
方
後
円
墳
で
す
。
復
元

整
備
さ
れ
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
藤
山
歴
史

資
料
館
で
は
、
妙
見
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
資
料
や
発
掘
時

の
写
真
、
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

星
の
浦
海
浜
公
園

お問い合わせ
今治市役所　大西支所
電話0 8 9 8 - 5 3 - 3 5 0 0

花
崗
岩
で
で
き
た
三
角
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
目
印
で
す
。
海
岸
は

遠
浅
で
春
は
潮
干
狩
り
、
夏
は
多
く
の
海
水
浴
客
が
訪
れ
ま
す
。

遠
い
昔
こ
の
あ
た
り
に
星
の
神
が
天
降
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
、
そ
れ
で
星
の
浦
と
い
う
地
名
と
な
り
ま
し
た
。

沖
に
は
造
船
所
に
入
っ
て
い
る
船
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。

井
手
家
屋
敷
跡

大
西
の
町
中
（
新
町
）
に
大
庄
屋
だ
っ
た
井
手
家
の
屋
敷

跡
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
に
瓶
が
2
つ
載
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
坂
の
陣
の
時
に
徳
川
方
に
味
方
し
た
功
績
に

よ
り
、
特
別
に
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
も
瓶
が
置
か
れ
て
い
た
例
は
他
に
は
な
い

そ
う
で
す
。
参
勤
交
代
の
際
は
本
陣
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
に

入
っ
て
か
ら

は
役
場
と
し

て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、

今
は
中
に
は

入
れ
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

大
井
八
幡
大
神
社

お問い合わせ　今治市役所　大西支所　電話 0 8 9 8 - 5 3 - 3 5 0 0

急
勾
配
の
長
い
石
段
と
鎮

守
の
森
が
神
社
の
荘
厳
な

雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て

い
ま
す
。
最
初
の
鳥
居

は
、
国
道
1
9
6
号
線
よ

り
も
北
に
あ
り
、
参
道
が

国
道
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の

が
少
し
残
念
で
す
。
5
月

の
春
祭
り
は
お
神
輿
や
継

ぎ
獅
子
が
出
て
大
変
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
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す
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配
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長
い
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守
の
森
が
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の
荘
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な

雰
囲
気
を
か
も
し
出
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て

い
ま
す
。
最
初
の
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居

は
、
国
道
1
9
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号
線
よ

り
も
北
に
あ
り
、
参
道
が

国
道
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の

が
少
し
残
念
で
す
。
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月

の
春
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は
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や
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獅
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に
開
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す
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菊
間
祭
り

1 0
月
第
3
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

加
茂
神
社
で
は
日
曜
日
に
お
供
馬
の
走

り
込
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
神
輿
の
宮
出

し
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
各
神
社
か
ら
集
ま
っ
た
神
輿
が

馬
場
を
練
り
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
を
夜
遅
く

ま
で
回
り
ま
す
。

菊
間
町
が
最
も
多
く
の
人
で
賑
わ
う
日

で
す
。

菊
間
町
の
海
岸
線
に
は
、
多
く
の
瓦
工

場
が
並
ん
で
い
ま
す
。
7
5
0
年
の
歴

史
を
持
つ
菊
間
瓦
。
陸
上
運
送
の
発
達

す
る
以
前
は
、
菊
間
港
か
ら
全
国
へ
出

荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
間
に

は
歌
仙
の
滝
、
霧
合
の
滝
と
い
う
名
勝

が
あ
り
、
加
茂
神
社
の
秋
の
大
祭
、
遍

照
院
の
厄
除
け
と
、
菊
間
町
は
大
変
見

ど
こ
ろ
の
多
い
町
で
す
。

菊
間
町

霧
合
の
滝

歌
仙
の
滝
公
園
か
ら
県
道
1
6
4
号
線
を
数
百
メ
ー
ト
ル
上
る
と
右
手
に
現
れ
る
大
き
な
滝
が
霧
合
の
滝
で
す
。
水
量
が
多
く
轟
々
と
音
を
た

て
て
落
ち
て
い
ま
す
。滝
壺
ま
で
下
り
る
と
飛
沫
が
霧
に
な
っ
て
降
り
か
か
り
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
わ
ら
館

か
わ
ら
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
菊

間
町
の
瓦
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。

瓦
の
資
料
館
と
し
て
は
中
四
国
で
唯

一
の
も
の
で
、
古
い
鬼
瓦
や
各

産
地
の
瓦
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昔
の
瓦
作
り

の
道
具
や
工
程
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

隣
接
す
る
実
習
館
で
は
実
際
に
瓦
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
後
日
焼
い
て
送
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

遍
照
院

厄
除
け
の
お
寺
で
す
。弘
法

大
師
（
空
海
）
が
42
歳
の
時

に
自
ら
の
厄
除
け
と
人
々

の
厄
除
け
の
た
め
自
身
の

像
を
刻
み
本
尊
と
し
て
安

置
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
時
、
厄
除
け
の
秘
法

を
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

毎
年
節
分
の

前
後
に
は
大

変

多

く

の

人
々
が
厄
除

け
祈
祷
に
訪

れ
ま
す
。

厳
島
神
社

か
わ
ら
館
の
裏
山
に
あ
る
神
社
で
、
広

島
の
厳
島
神
社
が
総
本
山
で
す
。
秋
の

祭
り
に
は
、
東
予
地
方
で
は
こ
こ
だ
け

に
存
在
す
る
牛
鬼
が
登
場
し
ま
す
。

お
神
輿
は
近
年
新
調
さ
れ
、

本
家
厳
島
神
社
へ
参
拝
し

ま
し
た
。

ひ
る
め
地
蔵

戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
の
小
早
川
軍
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
た
黒
岩
城
の

姫
が
身
を
寄
せ
て
い
た
地
で
病
に
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
地
元
に

あ
っ
た
地
蔵
尊
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
病
気
が
回
復
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
多
く
の
人
々
が
病
気
快
癒
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
茂
神
社

京
都
上
賀
茂
神
社
の
社
領
地
の
中
の
一
つ
で
し
た
。
上
賀
茂
神

社
で
は
葵
祭
り
の
前
儀
と
し
て
競
馬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

流
れ
が
菊
間
の
加
茂
神
社
の
お
供
馬
と
な
り
ま
し
た
。

歌
仙
の
滝

菊
間
か
ら
玉
川
へ
抜
け
る
県

道
1
6
4
号
線
の
途
中
に
歌

仙
公
園
が
あ
り
歌
仙
の
滝
ま

で
遊
歩
道
が
で
き
て
い
ま
す
。

上
か
ら
下
ま
で
3 6
曲
の
小
屈

折
が
あ
る
た
め
三
十
六
歌
仙

に
ち
な
ん
で
歌
仙
の
滝
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

3
月
彼
岸
の
中
日
（
春
分
の

日
）
に
は
お
滝
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

か
わ
ら
館

の
野
外
に

展
示
さ
れ

て
い
る
古

い
鬼
瓦 鬼

瓦
も
な

か
は
菊
間

の
銘
菓

巨大な鬼瓦が奉納されていて、節
分の日に鬼瓦神輿となります。

〒 7 9 9 - 2 3 0 3 　
愛媛県今治市菊間町浜 8 9
電話 0 8 9 8 - 5 4 - 3 1 2 8

〒 7 9 9 - 2 3 0 3 　愛媛県今治市菊間町浜 3 0 6 7 　電話 0 8 9 8 - 5 4 - 5 7 5 5

病気快癒のお礼として男根の置物を
奉納するようになりました。

菊
間
町
出
身
の

菅
源
三
郎
船
長

の
銅
像
が
あ
り

ま
す
。

〒
7
9
9

-

2
3
0
3

愛
媛
県
今
治
市
菊
間
町
浜

1
9
9
1

電
話
0
8
9
8

-

5
4

-

3
1
3
2

3 0 2 9



菊
間
祭
り

1 0
月
第
3
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

加
茂
神
社
で
は
日
曜
日
に
お
供
馬
の
走

り
込
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
神
輿
の
宮
出

し
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
各
神
社
か
ら
集
ま
っ
た
神
輿
が

馬
場
を
練
り
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
を
夜
遅
く

ま
で
回
り
ま
す
。

菊
間
町
が
最
も
多
く
の
人
で
賑
わ
う
日

で
す
。

菊
間
町
の
海
岸
線
に
は
、
多
く
の
瓦
工

場
が
並
ん
で
い
ま
す
。
7
5
0
年
の
歴

史
を
持
つ
菊
間
瓦
。
陸
上
運
送
の
発
達

す
る
以
前
は
、
菊
間
港
か
ら
全
国
へ
出

荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
間
に

は
歌
仙
の
滝
、
霧
合
の
滝
と
い
う
名
勝

が
あ
り
、
加
茂
神
社
の
秋
の
大
祭
、
遍

照
院
の
厄
除
け
と
、
菊
間
町
は
大
変
見

ど
こ
ろ
の
多
い
町
で
す
。

菊
間
町

霧
合
の
滝

歌
仙
の
滝
公
園
か
ら
県
道
1
6
4
号
線
を
数
百
メ
ー
ト
ル
上
る
と
右
手
に
現
れ
る
大
き
な
滝
が
霧
合
の
滝
で
す
。
水
量
が
多
く
轟
々
と
音
を
た

て
て
落
ち
て
い
ま
す
。滝
壺
ま
で
下
り
る
と
飛
沫
が
霧
に
な
っ
て
降
り
か
か
り
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
わ
ら
館

か
わ
ら
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
菊

間
町
の
瓦
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。

瓦
の
資
料
館
と
し
て
は
中
四
国
で
唯

一
の
も
の
で
、
古
い
鬼
瓦
や
各

産
地
の
瓦
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昔
の
瓦
作
り

の
道
具
や
工
程
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

隣
接
す
る
実
習
館
で
は
実
際
に
瓦
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
後
日
焼
い
て
送
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

遍
照
院

厄
除
け
の
お
寺
で
す
。弘
法

大
師
（
空
海
）
が
42
歳
の
時

に
自
ら
の
厄
除
け
と
人
々

の
厄
除
け
の
た
め
自
身
の

像
を
刻
み
本
尊
と
し
て
安

置
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
時
、
厄
除
け
の
秘
法

を
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

毎
年
節
分
の

前
後
に
は
大

変

多

く

の

人
々
が
厄
除

け
祈
祷
に
訪

れ
ま
す
。

厳
島
神
社

か
わ
ら
館
の
裏
山
に
あ
る
神
社
で
、
広

島
の
厳
島
神
社
が
総
本
山
で
す
。
秋
の

祭
り
に
は
、
東
予
地
方
で
は
こ
こ
だ
け

に
存
在
す
る
牛
鬼
が
登
場
し
ま
す
。

お
神
輿
は
近
年
新
調
さ
れ
、

本
家
厳
島
神
社
へ
参
拝
し

ま
し
た
。

ひ
る
め
地
蔵

戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
の
小
早
川
軍
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
た
黒
岩
城
の

姫
が
身
を
寄
せ
て
い
た
地
で
病
に
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
地
元
に

あ
っ
た
地
蔵
尊
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
病
気
が
回
復
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
多
く
の
人
々
が
病
気
快
癒
を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
茂
神
社

京
都
上
賀
茂
神
社
の
社
領
地
の
中
の
一
つ
で
し
た
。
上
賀
茂
神

社
で
は
葵
祭
り
の
前
儀
と
し
て
競
馬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

流
れ
が
菊
間
の
加
茂
神
社
の
お
供
馬
と
な
り
ま
し
た
。

歌
仙
の
滝

菊
間
か
ら
玉
川
へ
抜
け
る
県

道
1
6
4
号
線
の
途
中
に
歌

仙
公
園
が
あ
り
歌
仙
の
滝
ま

で
遊
歩
道
が
で
き
て
い
ま
す
。

上
か
ら
下
ま
で
3 6
曲
の
小
屈

折
が
あ
る
た
め
三
十
六
歌
仙

に
ち
な
ん
で
歌
仙
の
滝
と
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

3
月
彼
岸
の
中
日
（
春
分
の

日
）
に
は
お
滝
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

か
わ
ら
館

の
野
外
に

展
示
さ
れ

て
い
る
古

い
鬼
瓦 鬼

瓦
も
な

か
は
菊
間

の
銘
菓

巨大な鬼瓦が奉納されていて、節
分の日に鬼瓦神輿となります。

〒 7 9 9 - 2 3 0 3 　
愛媛県今治市菊間町浜 8 9
電話 0 8 9 8 - 5 4 - 3 1 2 8

〒 7 9 9 - 2 3 0 3 　愛媛県今治市菊間町浜 3 0 6 7 　電話 0 8 9 8 - 5 4 - 5 7 5 5

病気快癒のお礼として男根の置物を
奉納するようになりました。

菊
間
町
出
身
の

菅
源
三
郎
船
長

の
銅
像
が
あ
り

ま
す
。

〒
7
9
9

-

2
3
0
3

愛
媛
県
今
治
市
菊
間
町
浜

1
9
9
1

電
話
0
8
9
8

-

5
4

-

3
1
3
2

3 0 2 9



れ
い
さ
ん

さ

本
尊
は
千
手
観
世
音
菩
薩
。

高
野
山
真
言
宗
派
で
年
間
2 0
万
人
以
上
の
参

拝
者
が
あ
り
ま
す
。
創
建
は
天
智
天
皇
（
在
位

6
6
8
〜
6
7
1
）
の
勅
旨
に
よ
る
も
の
で

す
。
本
尊
は
、
海
か
ら
上
が
っ
て
き
た
竜
女
が

一
刀
三
礼
し
な
が
ら
彫
っ
て
安
置
し
た
と
さ

れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
作
礼
山
が
山
号
と
な
り

ま
し
た
。
仙
遊
寺
の
寺
名
は
、
阿
坊
仙
人
と
い

う
僧
が
4 0
年
に
わ
た
っ
て
籠
り
、
七
堂
伽
藍

を
整
え
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
忽
然
と
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　〒
7
9
4

-

0
1
1
3

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
別
所
甲
4
8
3 

電
話
0
8
9
8

-

5
5

-

2
1
4
1

今
治
市
に
は
伊
予
の
国
府
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。往

時
の
国
分
寺
は
現
在
の
場
所
か
ら
1
5
0
ｍ
ほ
ど
東

に
あ
り
ま
し
た
。

東
塔
跡
と
見
ら
れ
る
遺
跡
に
は
1 3
個
の
巨
大
な
礎

石
が
あ
り
、
こ
の
上
に
建
っ
て
い
た
7
重
の
塔
は
6 0

ｍ
ほ
ど
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
豪
壮
な

七
堂
伽
藍
を
構
え
、
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

天
平
1 3
年
（
7
4
1
）
聖
武
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
行

基
菩
薩
が
ご
本
尊
の
薬
師
如
来
像
を
彫
像
安
置
し

開
創
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
弘
法
大
師
も
こ
こ

に
長
く
滞
在
し
、「
五
大
尊
明
王
」
の
画
像
を
奉
納
、

そ
の
後
戦
乱
の
度
に
焼
失
し
、
荒
廃
し
ま
し
た
。
本

堂
は
江
戸
後
期
に

再
建
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　〒
7
9
9

-

1
5
3
3

愛
媛
県
今
治
市
国
分

4

-

1

-

3
3

電
話
0
8
9
8

-

4
8

-

0
5
3
3 

6、お遍路さんで賑わう境内
7 、 足 の 不 自 由 な 1 5 歳 の 少 年 遍 路 さ
ん の 足 が 治 癒 し た 際 奉 納 さ れ た の が
「箱車」

か
つ
て
は
標
高
2
4
4
ｍ
の
近
見
山
山
頂

一
帯
に
七
堂
伽
藍
を
持
ち
、
1
0
0
坊
を
数

え
る
ほ
ど
の
規
模
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
延
命
寺
は
養
老
4
年
聖
武
天
皇

（
7
2
4
〜
4
9
）
の
勅
願
に
よ
り
行
基
菩

薩
が
不
動
明
王
を
彫
造
し
本
尊
と
し
て
開

き
ま
し
た
。
弘
仁
年
間
（
8
1
0
〜
2
4
）

に
弘
法
大
師
が
嵯
峨
天
皇
の
勅
命
を
受
け

て
再
興
、
再
三
火
災
に
遭
い
、
江
戸
時
代
中

期
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
8
1

愛
媛
県
今
治
市
阿
方
甲
6
3
6 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

5
6
9
6 

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。

嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
、
弘
仁
年
間
（
8
1
0
〜
8
2
4
）
に
弘
法
大
師

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
師
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
難
事
故
の
平
易
を
祈
っ
て
、
府
頭
山
の
山
頂
で

護
摩
法
を
修
法
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
満
願
の
日
に
風
波
は
お
さ
ま
り
、
海

上
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
現
れ
、
そ
れ
を
納
め
た
お
堂
を
建
立
し
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
寺
に
は
寛
政
1 2
年
（
1
8
0
0
）
の
納
経
帳
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、「
八
幡
宮
別
当
栄
福
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令

に
よ
り
、
現
在
の
地
に
移

転
独
立
し
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
1
1
4

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
八
幡
甲

2
0
0 

電
話
0
8
9
8

-

5
5

-

2
4
3
2 

今
治
市
の
中
心
を
流
れ
る
蒼
社
川
は
、
昔
か
ら
氾

濫
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

弘
仁
6
年
（
8
1
5
）
弘
法
大
師
は
、
こ
の
地
を

訪
れ
、
村
人
た
ち
と
一
緒
に
堤
防
を
築
き
氾
濫
を

抑
え
、
治
水
祈
願
を
成
就
し
ま
し
た
。
そ
の
地
に

不
忘
の
松
を
植
え
、
地
蔵
菩
薩
の
像
を
彫
り
本
尊

と
し
、
泰
山
寺
と
名
づ
け

ま
し
た
。

元
は
裏
山
の
金
輪
山
に

あ
り
、
七
堂
伽
藍
、
1 0

坊
を
構
え
る
巨
刹

で
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
6
4

愛
媛
県
今
治
市
小
泉
1

-

9

-

1
8 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

5
9
5
9

1、延命寺本堂。ご本尊は、大日如来の化身とされる不動明王
2、山門はもと今治城の城門の一つで取り壊しの際にゆずり受けたものです。
3、大師堂は山門を入って左手にあります。入り口の手水鉢は、宝篋印塔の基礎が使われています。

今
治
市
に
は
6
つ
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

が
あ
り
ま
す
。
西
か
ら
延
命
寺
、
市
内
中
心
部

の
南
光
坊
、
泰
山
寺
、
玉
川
に
入
っ
て
栄
福

寺
、
仙
遊
寺
、
そ
し
て
桜
井
の
国
分
寺
で
す
。

海
に
向
か
っ
て
開
け
た
今
治
市
を
取
り
囲
み
、

守
る
か
の
よ
う
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
仙
遊
寺

か
ら
は
今
治
市
街
が
一
望
で
き
、
そ
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

今
治
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

延
命
寺

近
見
山
宝
鐘
院

　第
五
十
四
番
札
所

南
光
坊

別
宮
山
金
剛
院

　第
五
十
五
番
札
所

泰
山
寺

金
輪
山
勅
王
院

　第
五
十
六
番
札
所

栄
福
寺

府
頭
山
無
量
寿
院

　第
五
十
七
番
札
所

国
分
寺

金
光
山
最
勝
院

　第
五
十
九
番
札
所

仙
遊
寺

作
礼
山
千
光
院

　第
五
十
八
番
札
所

近
見
二
郎
と
呼
ば
れ
て
い
る
梵
鐘
に
は
、

延
命
寺
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
傍
ら
に
は
、
中
世
石
造
物
の
残
欠
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺からは、今治市が一望できます。

高さ 6 0 ｍもあった 7重の塔の巨大な礎石

4、昭和 5 6 年再建された本堂
5、大師堂

4 月 中 旬 に
は 天 然 記 念
物 の 唐 椿 が
咲きます。

中
腹
に
あ
る

山
門
の
仁
王
像

1

23

4

5

6

7

今
治
市
の
中
心
部
、
市
役
所
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

大
山
祇
神
社
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
大
宝
3
年
（
7
0
3
）
に
越
智
国
造
の
子
孫
で
越
智
郡

の
大
領
と
な
っ
た
越
智
玉
澄
公
が
大
山
祇
神
社
を
建
て
た
際
に
2 4
坊
の
別
当
寺
を
建
立
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
尊
は
大
通
智
勝
如
来
。
そ
の
後
、
弘
法
大
師
に
よ
っ

て
霊
場
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
天
正
の
兵
火
に
よ
っ
て
社
殿
、
伽
藍
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
再

興
、
慶
長
5
年
（
1
6
0
0
）
に
は
藤
堂
高
虎
の
祈
願
所
と
し
て
薬
師
堂
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
2
6
　
愛
媛
県
今
治
市
別
宮
町
3

-

1 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

2
9
1
6 

3 2 3 1



れ
い
さ
ん

さ

本
尊
は
千
手
観
世
音
菩
薩
。

高
野
山
真
言
宗
派
で
年
間
2 0
万
人
以
上
の
参

拝
者
が
あ
り
ま
す
。
創
建
は
天
智
天
皇
（
在
位

6
6
8
〜
6
7
1
）
の
勅
旨
に
よ
る
も
の
で

す
。
本
尊
は
、
海
か
ら
上
が
っ
て
き
た
竜
女
が

一
刀
三
礼
し
な
が
ら
彫
っ
て
安
置
し
た
と
さ

れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
作
礼
山
が
山
号
と
な
り

ま
し
た
。
仙
遊
寺
の
寺
名
は
、
阿
坊
仙
人
と
い

う
僧
が
4 0
年
に
わ
た
っ
て
籠
り
、
七
堂
伽
藍

を
整
え
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
忽
然
と
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　〒
7
9
4

-

0
1
1
3

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
別
所
甲
4
8
3 

電
話
0
8
9
8

-

5
5

-

2
1
4
1

今
治
市
に
は
伊
予
の
国
府
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。往

時
の
国
分
寺
は
現
在
の
場
所
か
ら
1
5
0
ｍ
ほ
ど
東

に
あ
り
ま
し
た
。

東
塔
跡
と
見
ら
れ
る
遺
跡
に
は
1 3
個
の
巨
大
な
礎

石
が
あ
り
、
こ
の
上
に
建
っ
て
い
た
7
重
の
塔
は
6 0

ｍ
ほ
ど
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
豪
壮
な

七
堂
伽
藍
を
構
え
、
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

天
平
1 3
年
（
7
4
1
）
聖
武
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
行

基
菩
薩
が
ご
本
尊
の
薬
師
如
来
像
を
彫
像
安
置
し

開
創
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
弘
法
大
師
も
こ
こ

に
長
く
滞
在
し
、「
五
大
尊
明
王
」
の
画
像
を
奉
納
、

そ
の
後
戦
乱
の
度
に
焼
失
し
、
荒
廃
し
ま
し
た
。
本

堂
は
江
戸
後
期
に

再
建
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　〒
7
9
9

-

1
5
3
3

愛
媛
県
今
治
市
国
分

4

-

1

-

3
3

電
話
0
8
9
8

-

4
8

-

0
5
3
3 

6、お遍路さんで賑わう境内
7 、 足 の 不 自 由 な 1 5 歳 の 少 年 遍 路 さ
ん の 足 が 治 癒 し た 際 奉 納 さ れ た の が
「箱車」

か
つ
て
は
標
高
2
4
4
ｍ
の
近
見
山
山
頂

一
帯
に
七
堂
伽
藍
を
持
ち
、
1
0
0
坊
を
数

え
る
ほ
ど
の
規
模
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
延
命
寺
は
養
老
4
年
聖
武
天
皇

（
7
2
4
〜
4
9
）
の
勅
願
に
よ
り
行
基
菩

薩
が
不
動
明
王
を
彫
造
し
本
尊
と
し
て
開

き
ま
し
た
。
弘
仁
年
間
（
8
1
0
〜
2
4
）

に
弘
法
大
師
が
嵯
峨
天
皇
の
勅
命
を
受
け

て
再
興
、
再
三
火
災
に
遭
い
、
江
戸
時
代
中

期
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
8
1

愛
媛
県
今
治
市
阿
方
甲
6
3
6 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

5
6
9
6 

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。

嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
、
弘
仁
年
間
（
8
1
0
〜
8
2
4
）
に
弘
法
大
師

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
師
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
難
事
故
の
平
易
を
祈
っ
て
、
府
頭
山
の
山
頂
で

護
摩
法
を
修
法
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
満
願
の
日
に
風
波
は
お
さ
ま
り
、
海

上
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
現
れ
、
そ
れ
を
納
め
た
お
堂
を
建
立
し
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
寺
に
は
寛
政
1 2
年
（
1
8
0
0
）
の
納
経
帳
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、「
八
幡
宮
別
当
栄
福
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令

に
よ
り
、
現
在
の
地
に
移

転
独
立
し
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
1
1
4

愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
八
幡
甲

2
0
0 

電
話
0
8
9
8

-
5
5

-

2
4
3
2 

今
治
市
の
中
心
を
流
れ
る
蒼
社
川
は
、
昔
か
ら
氾

濫
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

弘
仁
6
年
（
8
1
5
）
弘
法
大
師
は
、
こ
の
地
を

訪
れ
、
村
人
た
ち
と
一
緒
に
堤
防
を
築
き
氾
濫
を

抑
え
、
治
水
祈
願
を
成
就
し
ま
し
た
。
そ
の
地
に

不
忘
の
松
を
植
え
、
地
蔵
菩
薩
の
像
を
彫
り
本
尊

と
し
、
泰
山
寺
と
名
づ
け

ま
し
た
。

元
は
裏
山
の
金
輪
山
に

あ
り
、
七
堂
伽
藍
、
1 0

坊
を
構
え
る
巨
刹

で
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
6
4

愛
媛
県
今
治
市
小
泉
1

-

9

-

1
8 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

5
9
5
9

1、延命寺本堂。ご本尊は、大日如来の化身とされる不動明王
2、山門はもと今治城の城門の一つで取り壊しの際にゆずり受けたものです。
3、大師堂は山門を入って左手にあります。入り口の手水鉢は、宝篋印塔の基礎が使われています。

今
治
市
に
は
6
つ
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

が
あ
り
ま
す
。
西
か
ら
延
命
寺
、
市
内
中
心
部

の
南
光
坊
、
泰
山
寺
、
玉
川
に
入
っ
て
栄
福

寺
、
仙
遊
寺
、
そ
し
て
桜
井
の
国
分
寺
で
す
。

海
に
向
か
っ
て
開
け
た
今
治
市
を
取
り
囲
み
、

守
る
か
の
よ
う
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
仙
遊
寺

か
ら
は
今
治
市
街
が
一
望
で
き
、
そ
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

今
治
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

延
命
寺

近
見
山
宝
鐘
院

　第
五
十
四
番
札
所

南
光
坊

別
宮
山
金
剛
院

　第
五
十
五
番
札
所

泰
山
寺

金
輪
山
勅
王
院

　第
五
十
六
番
札
所

栄
福
寺

府
頭
山
無
量
寿
院

　第
五
十
七
番
札
所

国
分
寺

金
光
山
最
勝
院

　第
五
十
九
番
札
所

仙
遊
寺

作
礼
山
千
光
院

　第
五
十
八
番
札
所

近
見
二
郎
と
呼
ば
れ
て
い
る
梵
鐘
に
は
、

延
命
寺
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
傍
ら
に
は
、
中
世
石
造
物
の
残
欠
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺からは、今治市が一望できます。

高さ 6 0 ｍもあった 7重の塔の巨大な礎石

4、昭和 5 6 年再建された本堂
5、大師堂

4 月 中 旬 に
は 天 然 記 念
物 の 唐 椿 が
咲きます。

中
腹
に
あ
る

山
門
の
仁
王
像

1

23

4

5

6

7

今
治
市
の
中
心
部
、
市
役
所
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

大
山
祇
神
社
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
大
宝
3
年
（
7
0
3
）
に
越
智
国
造
の
子
孫
で
越
智
郡

の
大
領
と
な
っ
た
越
智
玉
澄
公
が
大
山
祇
神
社
を
建
て
た
際
に
2 4
坊
の
別
当
寺
を
建
立
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
尊
は
大
通
智
勝
如
来
。
そ
の
後
、
弘
法
大
師
に
よ
っ

て
霊
場
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
天
正
の
兵
火
に
よ
っ
て
社
殿
、
伽
藍
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
再

興
、
慶
長
5
年
（
1
6
0
0
）
に
は
藤
堂
高
虎
の
祈
願
所
と
し
て
薬
師
堂
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　〒
7
9
4

-

0
0
2
6
　
愛
媛
県
今
治
市
別
宮
町
3

-

1 

電
話
0
8
9
8

-

2
2

-

2
9
1
6 

3 2 3 1



1 、 大下灯台が出来る前は観音崎にある常夜灯が
帆船の航行を助けていました。現在のものは昭和
5 8 年に復元されたもの。
2 、海難を鎮めるため弘法大師が彫った観音像が
安置されている観音堂
　

今も現役の共同井戸 岡村には鏝絵のある家が多く残っています。

ナガタニ展望台からは瀬戸内海が一望できます。 小大下島と大下島。小大下島はかつては多くの石灰を産出
していて、その産業遺産が残っています。

5、山頂ちかくにあるみかんの索道跡
6、島内のいたるところにみかんを運ぶラックがあります。

1

2

5

6

関
前
は
、
今
治
港
か
ら
北
西
約
1 7
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
広
島
県
に
近
い
の
で
す
が
こ

こ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
愛
媛
県
の
今
治
市
な

の
で
す
。
岡
村
島
、
小
大
下
島
、
大
下
島
の

3
つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
て
、
最
も
大
き

な
岡
村
島
は
広
さ
3
・
1
1
㎢
、
人
口

4
5
0
人
ほ
ど
、
小
大
下
島
は
0.9
㎢
人
口

約
3 0
人
、
大
下
島
は
1
・
7
5
㎢
人
口
8 0

人
余
り
し
か
い
ま
せ
ん
。

中
心
地
は
岡
村
港
周
辺
で
、
こ
こ
に
ほ
と

ん
ど
の
民
家
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
戦
禍

に
あ
わ
な
か
っ
た
た
め
古
い
民
家
が
残
っ

て
お
り
、
立
派
な
鏝
絵
の
あ
る
家
が
何
軒

も
あ
り
ま
す
。

主
な
産
業
は
漁
業
と
み
か
ん
栽
培
で
、
岡

村
島
の
山
は
、
ほ
ぼ
み
か
ん
畑
で
す
。
お
い

し
い
み
か
ん
が
作
ら
れ
る
こ
と
で
有
名

で
、
み
か
ん
を
運
ぶ
た
め
の
農
道
が
迷
路

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
崎
下
島

の
大
長
に
は
、
み
か
ん
の
集
荷
場
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
出
荷
さ
れ
る
み
か
ん
は
大
長
み

か
ん
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
部
岡
村
で
作
ら
れ
た
み
か
ん
も
、
大

長
み
か
ん
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
島
か
ら
岡
村
大
橋
、
中
の
瀬
戸
大
橋
、

平
羅
橋
を
渡
り
、
広
島
県
の
大
崎
下
島
へ

豊
浜
大
橋
を
渡
り
豊
島
へ
、
豊
島
大
橋
を

渡
り
上
蒲
刈
島
へ
、
蒲
刈
大
橋
を
渡
り
下

蒲
刈
島
へ
、
そ
し
て
安
芸
灘
大
橋
を
渡
り

呉
市
の
陸
地
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
海
の
道
は
公
募
で
「
安
芸
灘
と
び
し

ま
海
道
」
と
愛
称
が
決
ま
り
、
一
般
に
は

「
と
び
し
ま
海
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
橋
の
通
行
料
は
無
料
（
安
芸
灘

大
橋
の
み
有
料
）
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、
今
治
側
と
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
た
め
、
岡
村
島
ま
で
は
フ
ェ

リ
ー
で
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

7
つ
の
橋
を
渡
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
島

の
風
景
は
、
し
ま
な
み
海
道
と
は
ま
た

違
っ
た
風
情
が
あ
り
ま
す
。

関

　前

姫子島神社とその境内にある巨木ホルトの木 岡村港周辺には多くの古い民家が残っています。大崎下島へは、岡村大橋、中の瀬戸大橋、平羅橋の 3つの小さな橋を渡ります。 3、岡村大橋　 4、岡村大橋が愛媛と広島の県境になっています。

鯛 、 み か ん 、
蝶 （ ク ロ ツ バ
メ シ ジ ミ ） の
マンホール

3

4

3 4 3 3



1 、 大下灯台が出来る前は観音崎にある常夜灯が
帆船の航行を助けていました。現在のものは昭和
5 8 年に復元されたもの。
2 、海難を鎮めるため弘法大師が彫った観音像が
安置されている観音堂
　

今も現役の共同井戸 岡村には鏝絵のある家が多く残っています。

ナガタニ展望台からは瀬戸内海が一望できます。 小大下島と大下島。小大下島はかつては多くの石灰を産出
していて、その産業遺産が残っています。

5、山頂ちかくにあるみかんの索道跡
6、島内のいたるところにみかんを運ぶラックがあります。

1

2

5

6

関
前
は
、
今
治
港
か
ら
北
西
約
1 7
㎞
の
位

置
に
あ
り
、
広
島
県
に
近
い
の
で
す
が
こ

こ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
愛
媛
県
の
今
治
市
な

の
で
す
。
岡
村
島
、
小
大
下
島
、
大
下
島
の

3
つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
て
、
最
も
大
き

な
岡
村
島
は
広
さ
3
・
1
1
㎢
、
人
口

4
5
0
人
ほ
ど
、
小
大
下
島
は
0.9
㎢
人
口

約
3 0
人
、
大
下
島
は
1
・
7
5
㎢
人
口
8 0

人
余
り
し
か
い
ま
せ
ん
。

中
心
地
は
岡
村
港
周
辺
で
、
こ
こ
に
ほ
と

ん
ど
の
民
家
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
戦
禍

に
あ
わ
な
か
っ
た
た
め
古
い
民
家
が
残
っ

て
お
り
、
立
派
な
鏝
絵
の
あ
る
家
が
何
軒

も
あ
り
ま
す
。

主
な
産
業
は
漁
業
と
み
か
ん
栽
培
で
、
岡

村
島
の
山
は
、
ほ
ぼ
み
か
ん
畑
で
す
。
お
い

し
い
み
か
ん
が
作
ら
れ
る
こ
と
で
有
名

で
、
み
か
ん
を
運
ぶ
た
め
の
農
道
が
迷
路

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
崎
下
島

の
大
長
に
は
、
み
か
ん
の
集
荷
場
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
出
荷
さ
れ
る
み
か
ん
は
大
長
み

か
ん
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
部
岡
村
で
作
ら
れ
た
み
か
ん
も
、
大

長
み
か
ん
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
島
か
ら
岡
村
大
橋
、
中
の
瀬
戸
大
橋
、

平
羅
橋
を
渡
り
、
広
島
県
の
大
崎
下
島
へ

豊
浜
大
橋
を
渡
り
豊
島
へ
、
豊
島
大
橋
を

渡
り
上
蒲
刈
島
へ
、
蒲
刈
大
橋
を
渡
り
下

蒲
刈
島
へ
、
そ
し
て
安
芸
灘
大
橋
を
渡
り

呉
市
の
陸
地
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
海
の
道
は
公
募
で
「
安
芸
灘
と
び
し

ま
海
道
」
と
愛
称
が
決
ま
り
、
一
般
に
は

「
と
び
し
ま
海
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
橋
の
通
行
料
は
無
料
（
安
芸
灘

大
橋
の
み
有
料
）
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、
今
治
側
と
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
た
め
、
岡
村
島
ま
で
は
フ
ェ

リ
ー
で
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

7
つ
の
橋
を
渡
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
島

の
風
景
は
、
し
ま
な
み
海
道
と
は
ま
た

違
っ
た
風
情
が
あ
り
ま
す
。

関

　前

姫子島神社とその境内にある巨木ホルトの木 岡村港周辺には多くの古い民家が残っています。大崎下島へは、岡村大橋、中の瀬戸大橋、平羅橋の 3つの小さな橋を渡ります。 3、岡村大橋　 4、岡村大橋が愛媛と広島の県境になっています。

鯛 、 み か ん 、
蝶 （ ク ロ ツ バ
メ シ ジ ミ ） の
マンホール

3

4

3 4 3 3



住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

焼

き

鳥

店

今
治
タ
オ
ル
販
売
店

新味鳥 常盤店 しんみどり ときわてん

今治市常盤町8-2-14
0898-24-2662
17 :00～23 :00
木曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

磯海楽 いそかいらく

今治市南大門町1-6-15
0898-22-5656
17 :00～23 :30
不定休
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

山鳥 さんちょう

今治市末広町1-4-7
0898-22-7188
17 :00～23 :00
月曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

世渡 せと

今治市黄金町1-5-20
0898-31-1614
17：00～22：00
月曜日
12台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

よりみち

今治市北日吉町1-1-5
0898-33-7285
17 :30～23 :00
日曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

頼登 よりと

今治市末広町2-2-3
0898-25-2558
17 :00～24 :00
水曜日
6台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ういち

今治市常盤町8-1-35
0898-23-8851
17 :30～23 :00
日曜日、祝日
15台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

はち八

今治市郷本町2-3-8
0898-32-8281
17 :00～23 :00
月曜日
20台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

鉄火鳥 てっかどり

今治市旭町2-3-15　森ビル1Ｆ
0898-33-2040
17 :00～23 :30
水曜日
あり

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

五鶴 ごかく

今治市喜田村6-4-46
0898-47-4265
11：30～14：00、17：30～24：00
月曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

いってもんてまんて

今治市波方町郷甲1268-2
0898-43-0037
17：30～23：00
水曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

炭焼大宝 すみやきたいほう

今治市南大門町1-2-13
0898-22-8242
17 :00～23 :00
日曜日
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

馳走家 とり壱

今治市横田町1-1-50
0898-34-7230
11 :00～15 :00、17 :00～23 :30
無休
50台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

五味鳥 ごみどり

今治市旭町1-5-20
0898-32-3753
17 :30～23 :00
日・月曜日
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

鳥林 とりばやし

今治市南大門町1-6-17
0898-32-1262
17 :00～22 :00
日曜日
2台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

タオル美術館 ＩＣＨＩＨＩＲＯ

今治市朝倉上甲2930
0898-56-1515
9：30～18：00（土曜日・祝日前日は～20：00）
1月第3・第4火曜日
250台

住　　所
電　　話
ホームページ

四国タオル工業組合

今治市東門町5-14-3
0898-32-7000
http : / /www.s t ia . jp

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

コンテックス タオルガーデン

今治市宅間甲854-1
0898-23-3933
10：00 ～18：00
月曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治タオル本店（テクスポート今治内） 

今治市東門町5丁目14-3
0898-52-3730
9：00 ～ 18：00
年末年始
200台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治タオル 今治国際ホテル店

今治市旭町2-3-4
0898-32-5533
9：00 ～ 19：00
年末年始
430台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

地場産プラザ

今治市旭町2丁目3-5  
0898-32-3337　
9:00～18 :00
年末年始：12/29～翌年1/3
地下1階有料駐車場73台、正面玄関前無料駐車場

焼

豚

玉

子

飯

店

舗
（
今
治
焼
豚
玉
子
飯
世
界
普
及
委
員
会
加
盟
店
）

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

China Dining 白楽天

今治市常盤町4-1-19
0898-23-7292
11：00～15：00、17：00～22：00
火曜日
14台

住　　所
電　　話
営業時間

定  休  日

レストラン Ｐｅｐｅ

今治市別宮町1-3-5 今治プラザホテル2Ｆ
0898-25-3500
11：00～14：30、
17：30～22：00（日祝21：00）
年末年始　　駐  車  場　35台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

車屋食堂

今治市天保山町4-5
0898-31-6030
8：30～14：30、17：00～20：00
不定休
6台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

大黒屋飯店

今治市喜田村6-1-23
0898-47-1828
11：00～14：00、17：00～20：00
月・木曜日
8台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

よしうみ いきいき館

今治市吉海町名4520-2
0897-84-3710
11：00～16：00
無休
200台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ピッツェリアレスト ラ・ソワレ

今治市共栄町2-2-20 アイシネマ今治1Ｆ
0898-34-7156
11：30～15：00、18：00～22：00
火曜日
13台（他契約Ⓟ有）

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

マリンオアシス はかた

今治市伯方町叶浦甲1668-1  
道の駅「伯方S・Cパーク」内
0897-72-3300
11：00～16：00
無休　　駐  車  場　200台

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

おさかなｃａｆｅ

今治市常盤町2-7-7  
まちなか広場ほんからどんどん内
0898-32-7230
11：00～15：00（オーダーストップ14：30）
水曜日　　駐  車  場　17台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

つぼ吉

今治市旭町1-4-10
0898-24-0097
17：00～26：00
月曜日
7台

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

イマイ流 かぁちゃん亭

今治市伯方町有津甲71 
伯方ショッピングセンター内
0897-72-0788
10：00～20：00
不定休　　駐 車 場　有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

瀬戸内ちゃんぽん 菜めん

今治市中寺957-6
0898-31-5561
11：00～15：00、17：00～21：30
火曜日
40台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

来々軒

今治市米屋町1-1-11
0898-22-3020
11：00～19：00
水曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ホテルアジュール汐の丸 レストラン デトロア

今治市湯ノ浦30番地
0898-47-0707
7：00～9：00（焼豚玉子飯の営業時間）
無休
100台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治国際ホテル 中国料理 龍宮

今治市旭町2-3-4  地下1F
0898-36-1801
11：30～14：00（焼豚玉子飯の営業時間）
無休
250台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

白龍

今治市郷本町1-3-41
0898-32-8797
11：00～21：00
木曜日
30台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

道の駅 多々羅しまなみ公園

今治市上浦町井口9180-2
0897-87-3866
11：00～15：00
無休
300台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

こまえおばちゃんの日

今治市共栄町2-2-20 アイシネマ今治1Ｆ
0898-34-7156
火のみ営業　11：30～17：00頃
月・水・木・金・土・日
13台（他契約Ⓟ有）
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住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

焼

き

鳥

店

今
治
タ
オ
ル
販
売
店

新味鳥 常盤店 しんみどり ときわてん

今治市常盤町8-2-14
0898-24-2662
17 :00～23 :00
木曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

磯海楽 いそかいらく

今治市南大門町1-6-15
0898-22-5656
17 :00～23 :30
不定休
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

山鳥 さんちょう

今治市末広町1-4-7
0898-22-7188
17 :00～23 :00
月曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

世渡 せと

今治市黄金町1-5-20
0898-31-1614
17：00～22：00
月曜日
12台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

よりみち

今治市北日吉町1-1-5
0898-33-7285
17 :30～23 :00
日曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

頼登 よりと

今治市末広町2-2-3
0898-25-2558
17 :00～24 :00
水曜日
6台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ういち

今治市常盤町8-1-35
0898-23-8851
17 :30～23 :00
日曜日、祝日
15台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

はち八

今治市郷本町2-3-8
0898-32-8281
17 :00～23 :00
月曜日
20台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

鉄火鳥 てっかどり

今治市旭町2-3-15　森ビル1Ｆ
0898-33-2040
17 :00～23 :30
水曜日
あり

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

五鶴 ごかく

今治市喜田村6-4-46
0898-47-4265
11：30～14：00、17：30～24：00
月曜日
10台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

いってもんてまんて

今治市波方町郷甲1268-2
0898-43-0037
17：30～23：00
水曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

炭焼大宝 すみやきたいほう

今治市南大門町1-2-13
0898-22-8242
17 :00～23 :00
日曜日
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

馳走家 とり壱

今治市横田町1-1-50
0898-34-7230
11 :00～15 :00、17 :00～23 :30
無休
50台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

五味鳥 ごみどり

今治市旭町1-5-20
0898-32-3753
17 :30～23 :00
日・月曜日
無

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

鳥林 とりばやし

今治市南大門町1-6-17
0898-32-1262
17 :00～22 :00
日曜日
2台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

タオル美術館 ＩＣＨＩＨＩＲＯ

今治市朝倉上甲2930
0898-56-1515
9：30～18：00（土曜日・祝日前日は～20：00）
1月第3・第4火曜日
250台

住　　所
電　　話
ホームページ

四国タオル工業組合

今治市東門町5-14-3
0898-32-7000
http : / /www.s t ia . jp

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

コンテックス タオルガーデン

今治市宅間甲854-1
0898-23-3933
10：00 ～18：00
月曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治タオル本店（テクスポート今治内） 

今治市東門町5丁目14-3
0898-52-3730
9：00 ～ 18：00
年末年始
200台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治タオル 今治国際ホテル店

今治市旭町2-3-4
0898-32-5533
9：00 ～ 19：00
年末年始
430台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

地場産プラザ

今治市旭町2丁目3-5  
0898-32-3337　
9:00～18 :00
年末年始：12/29～翌年1/3
地下1階有料駐車場73台、正面玄関前無料駐車場

焼

豚

玉

子

飯

店

舗
（
今
治
焼
豚
玉
子
飯
世
界
普
及
委
員
会
加
盟
店
）

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

China Dining 白楽天

今治市常盤町4-1-19
0898-23-7292
11：00～15：00、17：00～22：00
火曜日
14台

住　　所
電　　話
営業時間

定  休  日

レストラン Ｐｅｐｅ

今治市別宮町1-3-5 今治プラザホテル2Ｆ
0898-25-3500
11：00～14：30、
17：30～22：00（日祝21：00）
年末年始　　駐  車  場　35台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

車屋食堂

今治市天保山町4-5
0898-31-6030
8：30～14：30、17：00～20：00
不定休
6台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

大黒屋飯店

今治市喜田村6-1-23
0898-47-1828
11：00～14：00、17：00～20：00
月・木曜日
8台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

よしうみ いきいき館

今治市吉海町名4520-2
0897-84-3710
11：00～16：00
無休
200台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ピッツェリアレスト ラ・ソワレ

今治市共栄町2-2-20 アイシネマ今治1Ｆ
0898-34-7156
11：30～15：00、18：00～22：00
火曜日
13台（他契約Ⓟ有）

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

マリンオアシス はかた

今治市伯方町叶浦甲1668-1  
道の駅「伯方S・Cパーク」内
0897-72-3300
11：00～16：00
無休　　駐  車  場　200台

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

おさかなｃａｆｅ

今治市常盤町2-7-7  
まちなか広場ほんからどんどん内
0898-32-7230
11：00～15：00（オーダーストップ14：30）
水曜日　　駐  車  場　17台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

つぼ吉

今治市旭町1-4-10
0898-24-0097
17：00～26：00
月曜日
7台

住　　所

電　　話
営業時間
定  休  日

イマイ流 かぁちゃん亭

今治市伯方町有津甲71 
伯方ショッピングセンター内
0897-72-0788
10：00～20：00
不定休　　駐 車 場　有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

瀬戸内ちゃんぽん 菜めん

今治市中寺957-6
0898-31-5561
11：00～15：00、17：00～21：30
火曜日
40台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

来々軒

今治市米屋町1-1-11
0898-22-3020
11：00～19：00
水曜日
有

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

ホテルアジュール汐の丸 レストラン デトロア

今治市湯ノ浦30番地
0898-47-0707
7：00～9：00（焼豚玉子飯の営業時間）
無休
100台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

今治国際ホテル 中国料理 龍宮

今治市旭町2-3-4  地下1F
0898-36-1801
11：30～14：00（焼豚玉子飯の営業時間）
無休
250台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

白龍

今治市郷本町1-3-41
0898-32-8797
11：00～21：00
木曜日
30台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

道の駅 多々羅しまなみ公園

今治市上浦町井口9180-2
0897-87-3866
11：00～15：00
無休
300台

住　　所
電　　話
営業時間
定  休  日
駐  車  場

こまえおばちゃんの日

今治市共栄町2-2-20 アイシネマ今治1Ｆ
0898-34-7156
火のみ営業　11：30～17：00頃
月・水・木・金・土・日
13台（他契約Ⓟ有）
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今
治
駅
ナ
カ
を
楽
し
む

今
治
市
民
の
ま
つ
り

お
ん
ま
く

い
ま
ば
り 

バ
リ
ィ
さ
ん

毎
年
8
月
の
第
一
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
夏
ま
つ
り
で
す
。

今
治
港
か
ら
市
役
所
に
か
け
て
の
広
小
路

と
商
店
街
を
中
心
に
木
山
音
頭
・
今
治
お

祭
り
音
頭
・
ダ
ン
ス
バ
リ
の
踊
り
や
伝
統

芸
能
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
模
擬

店
も
出
店
さ
れ
、
3 0
万
人
の
人
で
賑
わ
い

ま
す
。
日
曜
日
の
夜
は
な
ん
と
9
0
0
0

発
も
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

今
治
生
ま
れ
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
で
す
。

焼
き
鳥
の
町
、
今
治
だ
か
ら
ト
リ
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

頭
に
は
来
島
海
峡
大
橋
の
形
を
し

た
ク
ラ
ウ
ン
を
か
ぶ
り
、
タ
オ
ル
生

地
の
ハ
ラ
マ
キ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
造
船
が
盛
ん
な
こ
と
に
因
み

特
注
の
船
の
形
の
財
布
を
持
っ
て

い
ま
す
。

2
0
1
2
年
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ

ン
プ
リ
で
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
全
国
を
回
っ
て
今
治
を
Ｐ
Ｒ

中
！

お
問
い
合
わ
せ

今
治
市
民
の
ま
つ
り
振
興
会
事
務
局

（
今
治
商
工
会
議
所
内
）
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二
葉
の
駅
弁
「
瀬
戸
の
押
寿
司
」

改
札
口
す
ぐ
横
に
あ
る
「
二
葉
」
の
看
板
商

品
。
来
島
海
峡
の
潮
流
で
育
っ
た
鯛
を
使
っ

た
贅
沢
な
押
寿
司
で
す
。
身
の
締
ま
っ
た
鯛

と
大
葉
の
香
り
は
酢
飯
と
の
相
性
も
バ
ツ
グ

ン
。
「
四
国
の
駅
弁
選

手
権
2
0
1
2
」
で
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

シ
ェ
ラ
ン 

今
治
店

電
話
0
8
9
8

-

2
5

-

6
0
7
9

シ
ェ
ラ
ン 

今
治
店

電
車
の
待
ち
時
間
や
小
腹
が
空
い
た
と
き
に

便
利
な
駅
ナ
カ
の
パ
ン
屋
さ
ん
。
店
内
で
パ
ン

を
焼
い
て
い
る
の
で
、
時
間
が
合
え
ば
焼
き
た

て
を
味
わ
え

ま
す
。
種
類
が

豊
富
な
の
で

つ
い
つ
い
目

移
り
し
ち
ゃ

う
か
も
。
イ
ー

ト

イ

ン

ス

ペ
ー
ス
を
兼

ね
た
カ
フ
ェ

が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
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話
0
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-

3
6

-

1
1
1
8

今
治
地
方
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

駅
構
内
に
あ
る
観
光
案
内
所
で
す
。
今
治
地
方
の
観
光
案
内
や
、
物
産
・
伝
統

工
芸
品
等
の
展
示
・
紹
介
等
、
係
員
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
治
駅
か
ら
始
め
る
旅
の
拠
点
と
し
て
、
交
通
・
観

光
案
内
の
拠
点
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

バ
リ
ィ
さ
ん
が
お
出
迎
え
！

2
0
1
3
年
4
月
4
日
、
今
治
駅
改
札
口
前

に
バ
リ
ィ
さ
ん
の
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

高
さ
約
1
4
5
㎝
で
、
丸
み
を
帯
び
た
フ
ォ

ル
ム
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
で
す
。
旅
の
思

い
出
に
一
緒
に

記
念
撮
影
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
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ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ト
ア
今
治
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1
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ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
の
自
転
車
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

ク
を
中
心
に
製

造
し
て
い
る
台

湾

の

自

転

車

メ
ー
カ
ー
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
の
直

営
店
が
今
治
駅

構
内
に
あ
り
ま

す
。
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
も
行
っ

て
お
り
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
の
最
新

モ
デ
ル
で
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

楽
し
め
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

も
あ
り
ま
す
。

宿

泊

施

設

米長旅館

市 街 地 ・ 湯 ノ 浦

今治市常盤町1-1-4 ☎0898-32-0554朝倉ふれあい交流
センター

今治市朝倉下乙104-2 ☎0898-36-7021

美賀登 今治市玉川町鈍川庚773-1 ☎0898-55-2360

門田旅館 今治市玉川町鈍川庚772-5 ☎0898-55-2057

鈍川温泉ホテル 今治市玉川町鈍川甲276 ☎0898-55-2280

カドヤ別荘 今治市玉川町鈍川甲280 ☎0898-55-2310

皆楽荘 今治市玉川町鈍川甲283 ☎0898-55-2350

丹下旅館 今治市波方町宮崎乙340-6 ☎0898-52-2883

ビジネスホテル大浦苑 今治市波方町波方甲1468 ☎0898-41-9677

ビジネスホテル羽倉 今治市波方町波方甲2034-3 ☎0898-41-9538

あさひや旅館 今治市大西町新町甲454-1 ☎0898-53-2032

ビジネスホテル来島 今治市大西町紺原甲302-1 ☎0898-53-2541

ニュースガノヤ 今治市大西町新町甲455 ☎0898-53-2035

ビジネスホテルつよし 今治市大西町宮脇甲488 ☎0898-53-4116

marina & hotel
ＳＥＡＧＵＬＬ

今治市大西町宮脇甲1416-3 ☎0898-53-2104ますや旅館

今治市菊間町浜66 ☎0898-54-3555

コテージ・シーガル 今治市関前岡村 ☎0897-88-2117

民宿上村 今治市関前大下 ☎0897-88-2651

関前農村交流
技術研修施設

今治市関前岡村 ☎0897-88-2111

ホテル菊水今治 今治市中浜町1-2-5 ☎0898-23-3330

ホテル七福 今治市片原町2-1-21 ☎0898-22-3425

ビジネス旅館笑福 今治市風早町2-1-16 ☎0898-32-7555

ホテル青雲閣 今治市共栄町4-2-9 ☎0898-23-0353

今治国際ホテル 今治市旭町2-3-4 ☎0898-36-1111

笑福旅館 今治市北宝来町3-2-22 ☎0898-32-0020

今治ステーションホテル 今治市北宝来町2-2-23 ☎0898-22-5340

今治アーバンホテル 今治市北宝来町1-5-28 ☎0898-22-5311

ホテル福亭 今治市北宝来町1-5-6 ☎0898-22-1285

今治市北宝来町1-5-9 ☎0898-23-0005

今治第一ホテル 今治市南大門町1-6-11 ☎0898-22-1320

今治プラザホテル 今治市別宮町1-3-5 ☎0898-25-2500

ホテル・バリ・イン 今治市中寺239-1 ☎0898-33-0909

いまばり湯ノ浦
ハイツ

ホテルクラウン
ヒルズ今治

今治市湯ノ浦23 ☎0898-48-2000

ケーオーホテル 今治市湯ノ浦15 ☎0898-48-1911

今治市湯ノ浦30 ☎0898-47-0707

休暇村瀬戸内東予

ホテルアジュール汐の丸

西条市河原津 ☎0898-48-0311

民宿みはらし 今治市馬島甲1006 ☎0898-31-1856

今治市サイクリングターミナル
「サンライズ糸山」

今治市砂場町2-8-1 ☎0898-41-3196

大潮荘 今治市小浦町2-5-1 ☎0898-41-9537

朝倉・鈍川

波方・大西・菊間

関前
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今
治
の
え
え
と
こ
を

　
お
知
ら
せ
す
る
け
ん
ね
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民宿上村 今治市関前大下 ☎0897-88-2651

関前農村交流
技術研修施設

今治市関前岡村 ☎0897-88-2111

ホテル菊水今治 今治市中浜町1-2-5 ☎0898-23-3330

ホテル七福 今治市片原町2-1-21 ☎0898-22-3425

ビジネス旅館笑福 今治市風早町2-1-16 ☎0898-32-7555

ホテル青雲閣 今治市共栄町4-2-9 ☎0898-23-0353

今治国際ホテル 今治市旭町2-3-4 ☎0898-36-1111

笑福旅館 今治市北宝来町3-2-22 ☎0898-32-0020

今治ステーションホテル 今治市北宝来町2-2-23 ☎0898-22-5340

今治アーバンホテル 今治市北宝来町1-5-28 ☎0898-22-5311

ホテル福亭 今治市北宝来町1-5-6 ☎0898-22-1285

今治市北宝来町1-5-9 ☎0898-23-0005

今治第一ホテル 今治市南大門町1-6-11 ☎0898-22-1320

今治プラザホテル 今治市別宮町1-3-5 ☎0898-25-2500

ホテル・バリ・イン 今治市中寺239-1 ☎0898-33-0909

いまばり湯ノ浦
ハイツ

ホテルクラウン
ヒルズ今治

今治市湯ノ浦23 ☎0898-48-2000

ケーオーホテル 今治市湯ノ浦15 ☎0898-48-1911

今治市湯ノ浦30 ☎0898-47-0707

休暇村瀬戸内東予

ホテルアジュール汐の丸

西条市河原津 ☎0898-48-0311

民宿みはらし 今治市馬島甲1006 ☎0898-31-1856

今治市サイクリングターミナル
「サンライズ糸山」

今治市砂場町2-8-1 ☎0898-41-3196

大潮荘 今治市小浦町2-5-1 ☎0898-41-9537

朝倉・鈍川

波方・大西・菊間

関前
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各地から空港までの所要時間

松山空港　ww w . m a t s u y a m a - a i r p o r t . c o . j p
広島空港　ww w . h i j . a i r p o r t . j p

全日空（ A N A）　ww w . a n a . c o . j p
日本航空（ J A L ）　ww w . j a l . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

飛行機でお越しの場合飛行機でお越しの場合
飛行機の場合は、松山空港もしくは広島空港を利用します。空港からはバスや電車を
乗り継いで今治へ。松山空港からは今治直通のリムジンバス（完全予約制）もあります。

各

　地

いずみ観光リムジンバス（約 1 時間 25 分）

JR 予讃線（特急 約 35 分）空港リムジンバス
いよてつバス（約 20 分）

JR 松山駅
松山
空港

JR
（約 40 分）

路線バス
（約 15 分）

路線バス
（約 30 分）

因島大橋乗り継ぎ

しまなみライナー
（約 50 分）

しまなみライナー（約 1 時間 25 分）福山リムジンバス
（約 15 分）

高坂 BS

広島
空港 JR 白市 JR 尾道

今

　治

羽田
中部国際
札幌
伊丹
福岡
鹿児島

約 1時間 15 分
約 1 時間  5  分
約 2 時間 10 分
約 50 分
約 45 分
約 1 時間

松山 羽田
仙台
札幌
那覇

約 1時間 20 分
約 1 時間 35 分
約 2 時間  5  分
約 1 時間 50 分

広島

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。　 J R おでかけネット　www . j r - o d e k a k e . n e t

● I n f o r m a t i o n ●

電車でお越しの場合電車でお越しの場合
新幹線を利用する場合、四国へ入る起点となるのが岡山駅。新幹線と直結し J R 今治
駅への直通の特急電車が運転されています。岡山駅構内での乗り継ぎのため、移動も
比較的少なく便利な方法です。

各

　地
JR 瀬戸大橋線・JR 予讃線（特急 約 2 時間 30 分）

今

　治

JR 在来線
（四国方面）
へ乗り換え

山陽新幹線
岡山駅

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
大阪～東予  オレンジフェリー　www . o r a n g e - f e r r y . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

船でお越しの場合船でお越しの場合
大型フェリーは、大阪南港～東予港を結ぶ航路があります。夜行便を使い朝から行動すると
かなり活動範囲を広げることができます。フェリーの場合は自動車やバイクなどを積み込
むことも可能。人のみの乗船の場合は、東予港から今治へは接続バスや電車を利用します。

各

　地
オレンジフェリー
（約 8 時間）

大阪
南港

連絡バス・せとうちバス（約 40 分）

JR 予讃線
（普通 約 26 分）

接続バス JR 壬生川駅 今

　治

にゅうがわ

東予港

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
広島県側からしまなみ経由のバスはこちらから  瀬戸内しまなみリーディング　www . s - l e a d i n g . c o . j p
東京・大阪・神戸からの高速のバスはこちらから  せとうちバス　www . s e t o u c h i b u s . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

バスでお越しの場合バスでお越しの場合
広島県側からは、しまなみ海道経由でバスが運行されています。
また東京、大阪・神戸からは今治直通の長距離高速バスがあります。

各

　地

しまなみライナー（約 2 時間 30 分）

広島バス
センター

しまなみライナー（約 50 分）路線バス（約 30 分）
尾道駅前

しまなみライナー（約 1 時間 30 分）

長距離高速バス・パイレーツ（夜行バス 約 12 時間）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 4 時間 30 分）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 6 時間）

福山駅前

神戸（三宮）

東京（品川）

大阪（梅田）

今

　治

因島大橋乗り継ぎ

B U S

B U S

B U S

高速道路のルート検索、料金などの詳細はこちらからご確認いただけます。
N E X C O 西日本　ww w . w - n e x c o . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

マイカーでお越しの場合マイカーでお越しの場合
マイカーを利用する場合、四国に入るルートは、現在 3 ルートあります。本四連絡橋
の架橋、高速道路の開通により、とても便利になりました。旅先でも各スポットを効率
よく巡りたい場合は、車での移動はとても便利です。安全運転でお越し下さい！

１
尾道・今治ルート（通称：瀬戸内しまなみ海道  西瀬戸自動車道利用）
福山西 IC から国道 2 号線尾道バイパスまで約 5km。ここから今治 IC まで、瀬戸内海の美し
い島々をぬって 7 つの橋で結ぶ、すばらしい景色を楽しむことができるおすすめのルート
です。しまなみ海道の島々へお越しの場合はこのルートをご利用下さい。

２
児島・坂出ルート（通称：瀬戸大橋  瀬戸中央自動車道利用）
山陽道と高松道を最短距離で結ぶルートです。岡山県から瀬戸大橋を渡り、香川県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降りて下さい。

３
神戸・鳴門ルート（神戸淡路鳴門自動車道利用）
兵庫県から明石海峡大橋をわたり、淡路島を縦断するルートです。四国側は徳島県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降ります。
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各地から空港までの所要時間

松山空港　ww w . m a t s u y a m a - a i r p o r t . c o . j p
広島空港　ww w . h i j . a i r p o r t . j p

全日空（ A N A）　ww w . a n a . c o . j p
日本航空（ J A L ）　ww w . j a l . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

飛行機でお越しの場合飛行機でお越しの場合
飛行機の場合は、松山空港もしくは広島空港を利用します。空港からはバスや電車を
乗り継いで今治へ。松山空港からは今治直通のリムジンバス（完全予約制）もあります。

各

　地

いずみ観光リムジンバス（約 1 時間 25 分）

JR 予讃線（特急 約 35 分）空港リムジンバス
いよてつバス（約 20 分）

JR 松山駅
松山
空港

JR
（約 40 分）

路線バス
（約 15 分）

路線バス
（約 30 分）

因島大橋乗り継ぎ

しまなみライナー
（約 50 分）

しまなみライナー（約 1 時間 25 分）福山リムジンバス
（約 15 分）

高坂 BS

広島
空港 JR 白市 JR 尾道

今

　治

羽田
中部国際
札幌
伊丹
福岡
鹿児島

約 1時間 15 分
約 1 時間  5  分
約 2 時間 10 分
約 50 分
約 45 分
約 1 時間

松山 羽田
仙台
札幌
那覇

約 1時間 20 分
約 1 時間 35 分
約 2 時間  5  分
約 1 時間 50 分

広島

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。　 J R おでかけネット　www . j r - o d e k a k e . n e t

● I n f o r m a t i o n ●

電車でお越しの場合電車でお越しの場合
新幹線を利用する場合、四国へ入る起点となるのが岡山駅。新幹線と直結し J R 今治
駅への直通の特急電車が運転されています。岡山駅構内での乗り継ぎのため、移動も
比較的少なく便利な方法です。

各

　地
JR 瀬戸大橋線・JR 予讃線（特急 約 2 時間 30 分）

今

　治

JR 在来線
（四国方面）
へ乗り換え

山陽新幹線
岡山駅

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
大阪～東予  オレンジフェリー　www . o r a n g e - f e r r y . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

船でお越しの場合船でお越しの場合
大型フェリーは、大阪南港～東予港を結ぶ航路があります。夜行便を使い朝から行動すると
かなり活動範囲を広げることができます。フェリーの場合は自動車やバイクなどを積み込
むことも可能。人のみの乗船の場合は、東予港から今治へは接続バスや電車を利用します。

各

　地
オレンジフェリー
（約 8 時間）

大阪
南港

連絡バス・せとうちバス（約 40 分）

JR 予讃線
（普通 約 26 分）

接続バス JR 壬生川駅 今

　治

にゅうがわ

東予港

時刻表、料金等の詳細はこちらからご確認いただけます。
広島県側からしまなみ経由のバスはこちらから  瀬戸内しまなみリーディング　www . s - l e a d i n g . c o . j p
東京・大阪・神戸からの高速のバスはこちらから  せとうちバス　www . s e t o u c h i b u s . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

バスでお越しの場合バスでお越しの場合
広島県側からは、しまなみ海道経由でバスが運行されています。
また東京、大阪・神戸からは今治直通の長距離高速バスがあります。

各

　地

しまなみライナー（約 2 時間 30 分）

広島バス
センター

しまなみライナー（約 50 分）路線バス（約 30 分）
尾道駅前

しまなみライナー（約 1 時間 30 分）

長距離高速バス・パイレーツ（夜行バス 約 12 時間）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 4 時間 30 分）

長距離高速バス・いしづちライナー（約 6 時間）

福山駅前

神戸（三宮）

東京（品川）

大阪（梅田）

今

　治

因島大橋乗り継ぎ

B U S

B U S

B U S

高速道路のルート検索、料金などの詳細はこちらからご確認いただけます。
N E X C O 西日本　ww w . w - n e x c o . c o . j p

● I n f o r m a t i o n ●

マイカーでお越しの場合マイカーでお越しの場合
マイカーを利用する場合、四国に入るルートは、現在 3 ルートあります。本四連絡橋
の架橋、高速道路の開通により、とても便利になりました。旅先でも各スポットを効率
よく巡りたい場合は、車での移動はとても便利です。安全運転でお越し下さい！

１
尾道・今治ルート（通称：瀬戸内しまなみ海道  西瀬戸自動車道利用）
福山西 IC から国道 2 号線尾道バイパスまで約 5km。ここから今治 IC まで、瀬戸内海の美し
い島々をぬって 7 つの橋で結ぶ、すばらしい景色を楽しむことができるおすすめのルート
です。しまなみ海道の島々へお越しの場合はこのルートをご利用下さい。

２
児島・坂出ルート（通称：瀬戸大橋  瀬戸中央自動車道利用）
山陽道と高松道を最短距離で結ぶルートです。岡山県から瀬戸大橋を渡り、香川県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降りて下さい。

３
神戸・鳴門ルート（神戸淡路鳴門自動車道利用）
兵庫県から明石海峡大橋をわたり、淡路島を縦断するルートです。四国側は徳島県へ入り
ます。高松自動車道→松山自動車道経由で湯ノ浦 IC で降ります。
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